
戦
時
下
常
磐
炭
田
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
と
闘
い

②

は
じ
め
に

一
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働

１
　
強
制
運
行
前
史

２
　
常
磐
炭
田
へ
の
強
制
連
行

３
　
朝
鮮
人
労
務
管
理

（以
上
第
四
七
巻
第

一
号
）

４
　
労
働
と
生
活

　
　
（以
下
本
号
）

，Ｄ
　
死
傷
者

二
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
問
い

１
　
戦
時
下
の
抵
抗

２
　
八

・
一
五
解
放
直
一後
の
問
い

４
　
労
働

と
生
活

こ
こ
で
は
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
、
寮
で
の
生
活
及
び
食
生
活
に

い
て
考
え
て
み
た
い
。

史
苑

（第
四
七
巻
第
二
号
）

長
　
澤

秀

門
　
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働

常
磐
炭
田
で
も
朝
鮮
人
鉱
夫
の
大
部
分
が
坑
内
夫
で
そ
れ
も
直
接

夫
が
多
く
、
し
か
も
直
接
夫
に
占
め
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
割
合
が
年
々

上
昇
し
て
、
次
第
に
日
本
人
鉱
夫
に
代
わ

っ
て
坑
内
労
働
つ
キ
役
に

な
り
つ
つ
あ

っ
た

（表
１８
）
ｏ
　
さ
ら
に
中
堅
、
若
年
層
の
応
召
に
よ

る
日
本
人
鉱
夫
の
高
齢
化
傾
向
に
対
し
て
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
主
力
は

ま
さ
に
二
①
代
の
若
者
達
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

（表
１９
）
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
朝
鮮
人
直
接
夫
の
多
く
は
後
山
で
あ
り
続
け
、
戦

時
中
は
つ
い
に
大
量
の
朝
鮮
人
先
出
が
養
成
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
新
た
に
動
員
さ
れ
る
朝
鮮
人
の
ほ
と
ん
ど

が
炭
鉱
労
働
に
未
経
験
で
あ
り
、
か
つ
日
本
語
の
理
解
も
不
十
分
な

者
が
多
く
、
二
年
間
の

「
契
約
期
間
」
中
に
も
逃
走
が
続
出
し
た
当

時
の
状
況
下
で
は
、
朝
鮮
人
先
山
の
養
成
の
み
な
ら
ず
熟
練
度
の
向

上
は
か
な
り
困
難
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
従

っ
て
未
熟
練
朝
鮮
人

坑
内
夫
の
増
加
は
採
炭
能
率
の
大
幅
低
下
、
資
材
消
費
量
の
増
大
と

―- 61 -一



表18 職 種 '」鉱 夫 数12)(磐 城炭張隅)

日本人 1 朝 鮮
人

戦
時
下
常
磐
炭
国
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
と
闘
い

（長
澤
）

注 月 末在籍数である。

出所 :磐城炭疲隅 「労務月報」より作成

988

1,018

929

1,221

1,177

1,135

1,211

1,188

1,320

表1 9 鉱夫 の 年 齢

1941年7月

42年 1月

7月

43年 1月

7月

10月

1,309

1,275

1,007

840

38

56

38

66

68

140

1,689

1,611

1,943

2,187

2,152

161

152

239

305

3Ztl

334

朝 鮮 人 鉱 夫

19換年10月末

鉱   夫

1943年10月末

15～ 20歳

21-25

26-30

31-35

36～ 40

41-45

46-50

51-55

56-

435名

1,365

614

475

197

66

11

4

9 . 2 拷

33 4

28 7

1 2 9

10 0

752名

894

905

856

797

6374 . 1

1 4

0 2

0 1

671

4,754 100,0 5,512

と 朝 鮮人鉱夫は常磐炭碩隅,全 鉱夫は磐城炭碩隅の月末在籍数
である。

出所 :石炭統制会東部支部文書及び表16の出所文書を調整。

100 0

―- 62 -―
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な
っ
て
現
わ
れ
た
だ
け
で
な
く
（表
崎
）
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
死
傷
率
が

日
本
人
を
上
回
る
高
率
を
示
す
原
因
に
も
な
っ
た

（後
述
）
。

と
こ
ろ
で
戦
時
下
の
石
炭
独
占
資
本
が
増
産
の
根
本
策
と
し
て
労

務
対
策
を
最
重
要
視
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
こ
れ
は
常
磐
炭
田

の
個
別
石
炭
資
本
に
よ
る
日
々
の
労
務
管
理
に
お
い
て
は
鉱
夫
の
就

業
率
向
上
と
移
動
防
止
に
集
約
で
き
る
。
た
と
え
ば
入
山
採
炭
閣
の

セ‐朝ンセ鮮トン人的中殺しつ就中申申，単抑枠中回一開つ九始帥。）一後中卓中中＋中貯

嘩藤和期姉貯郷嘩除巾眸感的けヽ郷力歳恥輛韓韓嚇的ば破巾

鉱
夫
就
業
率
を
見
る
と
、
四
か
月
間

（
一
九
四
五
年
四
月
ｉ
七
月
）

に
日
本
人
の
就
業
率
が
約

Ｔ
①
パ
ー
セ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
の
に
対

し
、
朝
鮮
人
は
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
の
高
率
を
維
持
し
、
と
く
に

大
手
資
本

（軍
需
会
社
指
定
炭
鉱
）
で
の
高
率
が
目
立
つ
。
た
だ
し

茨
城
県
の
山
口
、
山

一
、
関
本
の
朝
鮮
人
就
業
率
は
相
対
的
に
低
く
、

こ
れ
は
彼
ら
が
日
帝
の
敗
北
を
予
期
し
て
抵
抗

（
入
坑
拒
否
、
サ
ボ

タ
ー
ジ
ュ
）
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
注
目
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は

八

，
一
五
解
放
直
後
の
朝
鮮
人
の
怠
業
開
始
が
、
こ
の
三
炭
鉱
は
い

ず
れ
も
早
か
っ
た
の
で
あ
る

（後
述
）
。

朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
時
間
と
公
休
日
に
つ
い
て
は
常
磐
炭
口
各
社

の
「就
業
案
内
」
「賃
金
規
則
」
に
は
日
本
人
鉱
夫
と
の
差
違
は
認
め

史
苑

（第
四
七
巻
第
二
号
》

ら
れ
な
い
。
た
と
え
ば
労
働
時
間
は
採
炭
夫
の
場
合
、
多
く
の
炭
鉱

で
三
交
代
制

（
拘
束
九
時
間
、
実
働
八
時
間
）
を
採
用
し
、
公
休
日

の
規
定

（毎
日
曜
日
の
普
通
公
休
日
、
年
始

・
紀
元
節

・
山
神
祭

・

旧
盆
等
年
間

一
①
た

一
四
日
間
の
特
別
公
休
日
）
と
と
も
に
日
朝
鉱

夫
間
に
条
文
上
の
差
違
は
無
い
。
し
か
し
実
際
に
は
、
し
ば
し
ば
繰

り
返
さ
れ
た
狂
気
じ
み
た
増
産
運
動
の
た
び
に
労
働
が
強
化
さ
れ
、

公
休
日
を
返
上
し
た
り
連
続
二
労
働
日
の
就
労
を
し
ば
し
ば
強
要
さ

れ
た
結
果
、
日
朝
鉱
夫
の
就
業
率
が

一
Ｏ
①
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た

月
も
現
わ
れ
た
ほ
ど
で
あ

っ
た

（
石
炭
統
制
会
東
部
支
部
文
書
に
よ

玄守
）
。倒

　
朝
鮮
人
寮
で
の
生
活

常
磐
炭
国
の
各
炭
鉱
に
就
労
す
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
宿
舎
は
三
種
類

に
分
類
さ
れ
よ
う
。
第

一
は
被
強
制
連
行
朝
鮮
人
が
朝
鮮
半
島
か
ら

炭
鉱
に
到
着
後
、
収
容
さ
れ
る
寮

（合
宿
と
も
い
う
）
で
あ
り
、　
一

部
は
日
本
人
が
混
住
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、　
一
般
に
は
朝
鮮
人
専
用

で
あ
る

（表
２０
）
。
　
寮
の
賄
料

（食
費
）
は
日
本
人
寮
と
同
額
で
あ

る
が
、
労
務
管
理
が
厳
し
く
自
由
行
動
が
か
な
り
制
限
さ
れ
た
り
、

一寮
長
、
会
社
係
員
に
よ
る
金
銭
管
理
が
厳
格
で
あ
る
等
、
日
本
人
寮

と
の
大
き
な
差
違
が
認
め
ら
れ
る
。
第
二
は
被
強
制
連
行
朝
鮮
人
の

う
ち
訓
練
期
間

（
六
か
月
、
の
ち
に
三
か
月
に
短
縮
さ
れ
た
）
終
了

・後
、
妻
帯
者
は
家
族
呼
寄
せ
が
奨
励

さ
れ

て
お
り

（後
述
】

ナ」
れ



日本人 1 朝 鮮人

1943年10月
戦
時
下
常
磐
炭
国
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
と
闘
い

（長
澤
）

方
不
明
に
な

っ
た
。
あ
る
行
方
不
明
者
は
数
か
月
後
に
近
く
の
岩

山
で
首
を
括

っ
て
白
骨
化
し
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た

と
い
う
。
こ
の
青
美
寮
で
は
会
社
労
務
職
員
逆
映
る
暴
力
が
日
常
的

に
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
別
の
朝
鮮
人
は

青
葉
第
二
西
寮
前
に
あ
る
警
務
所
で
は
み
せ
し
め
の
た
め
に
大

勢
の
朝
鮮
人
の
前
で
、
朝
鮮
人
鉱
夫
が
労
務
係
に
よ
く
殴
ら
れ
て

い
た

と
語

っ
た
。
で
は
個
別
石
炭
一資
本
は
こ
れ
ら
の
朝
鮮
人
寮
能
２
の
よ

う
に
管
理
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
青
業
第
二
西
寮
の
寮
長
は
次
の

よ
う
に
語

っ
た
。

一
九
四

一
年
六
月
頃
に
は
第
三
西
寮
に
は
三
四
〇
―
三
五
〇
名

の
朝
鮮
人
が
お
り
、
全
員
後
出
で
し
た
。
部
屋
数
は
四
〇
あ
り
、

一
〇
畳

一
部
屋
に
七
ｉ
八
名
入
れ
ま
し
た
。
寮
長
の
重
要
な
任
務

は
入
坑
督
励
で
あ
り
ま
す
。
四
人
の
功
手

（功
手
は
二
交
代
制
で
、

常
時
二
名
が
勤
務
す
る
）
と
と
も
に
寮
管
理
し
ま
し
た

史
苑

（第
四
七
巻
第
二
号
）

ら
の
一
部
の
家
族
持
ち
朝
鮮
人
は
朝
鮮
人
寮
を
出
て
、

彼
ら
だ
け
の
住
宅
に
居
住
し
た
。
こ
の
場
合
は
逃
走
の

可
能
性
も
無
い
の
で
、
行
動
の
制
限
は
無
か
っ
た
。
た

だ
し
当
初
は
家
族
手
当
支
給
規
定
が
な
い
炭
鉱
が
多
く
、

稼競競Ｗ締伸庫為雑鋪齢薄力ヽしつく輸路郷勢的囀一任っ

朝
鮮
人
の
場
合
で
あ
る
が
、
自
宅
通
勤
と
会
社
社
宅
利

用
に
分
か
れ
る
。
欲
戒
し
常
磐
炭
田
の
既
住
朝
鮮
人
は

非
常
に
少
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
被
強
制
運
行
朝
鮮
人
の
ほ
と
ん
ど
が
生
活
し

て
い
た
朝
鮮
人
寮
で
の
生
活
に
つ
い
て
、
関
係
者
の
証

言
を
紹
介
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
入
山
採
炭
榊
青
業
寮

は
古
い
炭
鉱
住
宅
を
改
造
し
た
も
の
で
、
磐
城
炭
張
榊

筆嚇棒限設熱難』姫搬隷徳ラがたっ韓鮮（と０巾勲悔。

ば

青
美
寮
で
は
同
郷
者
は
な
る
べ
く
離
さ
れ
て
収
容

さ
れ
、
他
の
棟
を
自
由
に
訪
問
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら

れ
た
。
軽
い
病
気
程
度
で
は
と
て
も
休
め
ず
、
け
が

で
休
む
時
に
は
食
事
は
量
が
少
な
く
て

一
番
最
後
に

な
り
、
残
飯
整
理
だ
っ
た
。
青
菜
寮
で
は

一
か
月
に

一
人
は
病
気
や
け
が
で
死
ん
で
い
き
、
何
人
か
が
行

一
九
四
五
年
夏
頃
に
は
川
平
坑
と
綴
第
二
寮
か
ら
転
入
し
て
普

た
の
で
長
倉
寮
の
朝
鮮
人
数
は
二
〇
〇
名
か
ら
四
四
①
ｌ
四
六
〇

名
ほ
ど
に
増
加
し
た
。
寮
の
管
理
は
寮
長
以
下
、
四
名
の
勁
手
と
、

寮
主
及
び
朝
鮮
人
通
訳
で
行
な

っ
て
い
た
。
助
手
の
う
ち
工
名
は

朝
鮮
人
だ

っ
た
。
朝
鮮
人
鉱
夫
は
軍
隊
式
に
編
成
さ
れ
、
寮
長
が

大
隊
長
、
日
本
人
助
手
が
小
隊
長
、
朝
鮮
人
鉱
夫
が
隊
員
で
あ

っ

た
。
入
坑
、
出
坑
の
際
は
隊
列
を
組
ん
で
行
進
さ
せ
、
逃
走
防
止

の
た
め
に
引
率
者
を
付
添
わ
せ
た
。

あ
る
時
、
青
葉
寮
で
日
本
人
労
務
係
に
よ
る
朝
鮮
人
鉱
夫

へ
の

私
刑
が
問
題
と
な
り
、
朝
鮮
の
江
原
道
か
ら
捜
査
の
た
め
出
張
し

て
き
た
警
察
官
に
同
行
し
て
案
内
し
て
回

っ
た
こ
と
が
あ

っ
た

で
は
朝
鮮
人
鉱
夫
は
自
由
時
間
、
た
と
え
ば
公
休
日
を
ど
う
過
ご

し
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
「就
業
案
内
一」
に
見
る
慰
安
娯
楽
施
設
は
ど
の

炭
鉱
も
充
実
し
て
い
て
魅
力
的
で
あ
る
。
し
か
し
戦
時
下
、
と
く
に
戦

申申伸の申寿貯い中中韓葬印市帥呻昨”中巾貯一な「朝帥”朝

夫に利呼却柳布峨申碑〕郷つ（に岬埼韓姉餞喫蜘れば即謂忠期

夫
の
日
帝
に
対
す
る
抵
抗
心
を
萎
縮
さ
せ
る
と
同
時
に
、
わ
ず
か
ば

か
り
の
小
遣
い
銭
を
冗
費
さ
せ
る
こ
と
で
逃
走
防
止
に
も

一
定
の
効

在籍数 B

A/B %

130

19

150

119

43

4,427

1 0 4

173

13

427

312

307

4揺
11鍔

表20 寮  収  容  人  員  (磐 城炭蹟冊)

1942年 6月 1943年 3月

日本人 1 朝 鮮
人 日本人 1 朝

鮮人

194

123

164

395

263

294

奄 11 L姫 3 1」

れ
た 長°
倉
寮
の

様
子
に
つ

い

て

当
時
の

寮ハ
長む
ヤま

次
の
よ
う
に
壬

て
く

4,060

3 8

1,252

83 0

と 1 月 末在籍数である。

2 -は 寮が存在しない。

出所 :表18に同じ。
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戦
時
下
常
砦
炭
国
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
と
聞
い

（長
澤
）

果
が
あ

っ
た
。
し
か
し
こ
ぅ
し
た
自
由
時
間
や
公
休
日
も
戦
争
の
進

展
と
と
も
に
労
働
強
化
に
よ
り
短
縮

・
返
上
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ま

た
極
度
の
食
糧
不
足
の
た
め
に
食
糧
砂
椛
保
に
も
か
な
り
の
時
間
を

費
や
さ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
て
い
っ
た
。

日
　
朝
鮮
人
鉱
夫
の
食
生
活

強
制
連
行
開
始
直
後
に
お
け
る
各
炭
鉱
の
朝
鮮
人
鉱
夫

一
人

一
日

当
た
り
の
主
食

（米
穀
）
消
替
一量
は
お
お
よ
そ
八
合

（
一
一
四
〇
グ

ラ
ム
）
で
あ
崎
）
中
に
は
日
本
人
鉱
夫
よ
り
も

一
合
程
度
多
か
っ
た

と
い
う
報
告
も
あ
（型
。
し
か
し
米
穀
の
割
当
通
帳
制
が
常
磐
炭
国
に

熱勤醐強・れ中卜約・四一筆け却囀卿巾ば柳鞠隙朝一夫つ唯喚岬

進勅ゆ帥韓嘘”村・の諦勤帥期に（」韓印体却拇）韓咋十中嘲

は
四
合
の
配
給
米
と
若
千
の
特
別
配
給
米
の
水
準
に
さ
ら
に
低
下
し

た
。
鉱
夫
へ
の
四
合
の
配
給
米
も
そ
の
後
は
麦
、
ジ
ャ
ガ
ィ
モ
、
サ

ツ
マ
イ
モ
等
の
配
給
に
代
用
さ
れ
、
戦
争
末
期
に
は
配
給
量
は
わ
ず

か
二

・
八
合
に
、　
一
九
四
五
年
七
月

一
一
日
以
降
は
さ
ら
ポ
賢
の
一

〇
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
水
準
ま
で
低
下
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
戦
争
末
期
の
常
磐
炭
張
榊
鉱
夫

一
人
当
た
り
の
配
給
食
糧
に

よ
る
摂
取
カ
ロ
リ
ー
は
、
わ
ず
か
一
二
Ｏ
①
力
淳
リ
ー
で
ぁ
っ
た
と

い
妬
ぃ
こ
の
程
度
の
配
給
食
糧
だ
け
で
は
石
炭
の
生
産
は
お
ろ
か
生

命
の
維
持
さ
え
難
し
く
、
鉱
夫
は
ヤ
ミ
食
糧
や
混
食
材
料
の
入
手
買

出
し
に
奔
走
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
こ
で
敗
戦
前
後
の
常
磐
炭
蹟

隅
の
朝
鮮
人
鉱
夫

一
人

一
日
当
た
り
の
摂
取
カ
ロ
リ
ー
を
見
れ
ば

一
九
四
五
年
六
月
中
平
均
　
一
〓
ス
ツ

一
カ
ロ
リ
ー

七
月
中
　
〃
　
一
一Ｏ
①
九
　
〃

八
月
中
　
〃
　

一
八
八
七
　
″
　

（ｕ

九
月
中
　
〃
　

一
九
三
〇
　
〃

に
す
ぎ
ず
、
炭
鉱
労
働
者
と
し
て
の
必
要
熱
量
で
あ
る
三
〇
〇
〇
―

四
〇
〇
〇
カ
ロ
リ
ー
に
は
遠
く
及
ば
な
か
っ
た
。
も

っ
と
も
常
磐
炭

口
の
配
給
食
糧
の
不
足
は
す
で
に

一
九
四
二
年
春
に
は
重
大
問
題
化

し
て
お
り
、
鉱
夫
の
就
業
率
や
労
働
意
欲
に
深
刻
な
悪
影
響
を
与
え

て
い
た
。
こ
れ
は
磐
城
炭
援
閣
の
家
族
呼
寄
せ
朝
鮮
人

一
家
を
め
ぐ

る
食
糧
事
情
で
あ
る
。

採
炭
夫
　
　
　
　
金
山
米
吉

（仮
名
）

の
　
家
族
状
況

主
人
及
祖
母

（
七
八
才
）
母

（
四
三
才
）
弟

（
一
九
才
）

弟

（
一
四
才
）
妹

（
一
一
才
）
弟

（
八
才
）
弟

（
六
才
）

計
八
名

０
　
一
日
当
飯
米
配
給
量

一
升
八
合

（
一
人
当
　
一
一合
三
勺
）

の
　
飯
米
不
足
補
填
方
法

―- 66 -一
一- 67 -一

毎
月
三
回
ノ
配
給
デ
月
々
ノ
大
小

ニ
モ
依
ル
モ
大
抵
ノ
場

合

一
回

二
一
斗
八
升
八
句
前
後
ノ
配
給
フ
受
ケ
元
来
半
島

産
ノ
ョ
ノ
家
族

ハ
皆
胃
袋
ノ
出
来
具
合
ガ
内
地
人
ノ
ソ
レ

ヨ
リ
大
ナ
ル
タ
メ
ヵ

一
〇
日
分
ノ
配
給
米
ガ
何
時

モ
六
日

半
デ
尽
ク
ル
状
態
ナ
リ
　
い／
レ
ガ
タ
メ
タ
食
ダ
ケ
ハ
何
時

モ
粥
フ
摂

ル
ヨ
ト
ニ
シ
尚
山
草
、
野
菜
等
ヲ
採
リ
テ
混
食

二
努
カ

ス
ル
モ
一
〇
日
分
ノ
米

ハ
八
日
ロ
デ
尽
キ
主
人

ハ

弁
当
抜
キ
デ
入
坑
ス
ル
日
ガ
髄
湖
五
六
回
ア
ル
タ
メ
充
分

ナ
ル
仕
事

ハ
到
底
不
可
能
ナ
リ

こ
の
文
書
に
は
日
本
人
鉱
夫

一
家
も
食
糧
購
入
の
た
め
に
近
隣
農

村
に
出
か
け
た
り
郷
里
か
ら
食
糧
を
持
参
し
て
、
大
根
、
昆
布
の
混

食
や
雑
炊
な
ど
で
辛
う
じ
て
飢
え
を
凌
い
で
い
る
窮
状
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
ほ
と
ん
ど
が
寮
に
任
み
厳
し
い
管
理
下
に
置
か
れ

た
朝
鮮
人
鉱
夫
の
場
合
は
、
外
出
も
制
限
さ
れ
農
村

へ
の
買
出
し
も

困
難
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
従

っ
て
彼
ら
は
摂
取
カ
ロ
リ
ー
の
多

感
院
蒔
兼
印
準
葬
邦
球
菊
中
一酸
南
癖

つ 得
出
弥
や
出
市
ギ
離
帥
藤
譲
限

な
た
め
に
彼
ら
の
月
々
の
小
遣
い
銭
は
す
ぐ
費
消
さ
れ
る
の
で
、
朝

鮮
人
鉱
夫
の
食
生
活
は
日
本
人
鉱
夫
よ
り

一
層
み
じ
め
で
あ

っ
た
と

思
わ
れ
る
。
　
　
　
あ
）

古
河
好
間
の
朝
鮮
人
に
よ
れ
ば

史
苑

（第
四
七
巻
第
二
号
）

朝
鮮
人
寮
で
は
食
事
は

一
応

一
日
に
三
回
出
た
が
、
麦
飯

（茶

碗
に
軽
く

一
杯
）
、
味
噌
汁
、
漬
物

（
一
口
分
）
だ
け
で
量
が

少

な
す
ぎ
た
。
こ
の
た
め
体
が
丈
夫
な
人
で
も

一
か
月
に
二
五
日
、

普
通
の
人
は
二
〇
―

一
八
日
の
出
稼
日
数
が
せ
い
ぜ
い
だ
っ
た

（
れ
）

と
い
う
。
ま
た
こ
の
炭
鉱
の
別
の
朝
鮮
人
は

食
事
は
量
的
に
不
足
し
て
い
て
と
て
も
重
労
働
に
耐
え
ら
れ
ず
、

食
糧
不
足
が
出
勤
率
を
大
い
に
低
下
さ
せ
た

と
語

っ
た
。
食
糧
不
足
の
激
化
は
鉱
夫
の
生
産
能
率
を
低
下
さ
せ
た

ば
か
り
で
な
く
、
鉱
夫
の
移
動

（そ
れ
は
被
強
制
連
行
朝
鮮
人
の
場

合
、
逃
走
と
呼
ば
れ
た
）
を
促
進
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
常
磐
炭
国
の

生
産
構
造
は
労
働
力
再
生
産
の
面
か
ら
も
崩
壊
し
て
い
っ
た
。

５
　
死
傷
者

常
磐
炭
田
に
動
員
さ
れ
た
朝
鮮
人
の
死
傷
者
を
分
析
す
る
こ
と
は
、

戦
時
下
の
彼
ら
の
労
働
実
態
を
知
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
。　
一
般
に

戦
時
下
の
炭
鉱
夫
の
死
傷
病
は
業
務
上

（公
死
傷
病
）

と
業

務

外

（私
死
傷
病
）
に
大
別
さ
れ
、
前
者
の
場
合
は
鉱
夫
扶
助
規
則

（鉱

夫
労
役
規
則
。
そ
の
内
容
は
各
社
ご
と
に
若
千
異
な
る
）
と
健
康
保



|  ‖
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戦
時
下
常
磐
炭
国
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
と
問
い

（長
澤
）

中
中
中
中
十
移 の て
中
の
昨
中
寿
務 て こ
串
枠
中
寺
幸
中
］
戒
串
噸
帥
抑
中
中

四
年
九
月
六
日
）
に
よ
っ
て
、
石
炭
統
制
会
が
殉
職
者

（業
務
上
死

亡
）
そ
の
他
に
関
す
る
救
済
規
程
を
定
め
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
植
民
地
出
身
労
働
者
と
し
て
の
朝
鮮
人
鉱
夫
の
特
質
を

把
握
す
る
た
め
に
は
、
勿
論
、
業
務
外
死
傷
病
や
同
伴
家
族
も
分
析

対
象
と
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
資
料
面
で
の
制
約
も
あ
り
、
小
論
で

は
単
に
労
働
災
害
の
面
に
絞

っ
て
考
え
る
こ
と

に
し

て
、
業
務
上

（公
）
死
傷
を
と
り
上
げ
る
に
留
め
た
い
。

付
　
全
　
　
国

戦
時
下
全
国
の
炭
鉱
で
は
年
々
一
五
〇
〇
名
前
後
、
常
磐
炭
国
で

も

一
Ｏ
①
名
前
後
の
鉱
夫
が
業
務
上
の
労
働
災
害
に
よ
っ
て
死
亡
し

て
い
る

（表
２．
）
。
　
こ
の
う
ち
朝
鮮
人
が
そ
れ
ぞ
れ
何
名
だ
っ
た
の

か
、
判
然
と
し
な
い
。
負
傷
者
数
も
毎
年
多
数
に
上

っ
た
が
、
こ
の

民
族
的
内
訳
も
判
然
と
し
な
い
。

次
に
断
片
的
資
料
で
あ
る
が

一
九
四
三
年
四
月
ｉ
四
四
年
九
月
の

全
国
主
要
炭
鉱
に
つ
い
て
見
る
と
、
業
務
上
死
亡
数
は
日
本
人
、
朝

鮮
人
と
も

一
三
〇
〇
余
名
で
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る

（表
２２
）
ｏ
　
し
か
し

在
籍
数
は
日
本
人
が
大
分
多
い
の
で

（表
９
、
１０
）
、　
死
亡
率
は
逆

に
朝
鮮
人
が
高
く
な
る
と
思
わ
れ
る

（
こ
の
期
間
の
平
均
で
、
お
お

表2 1 災害 死 傷 者 数

仙台 ・東京鉱山監督局管内

主 な 災 害

(死亡 4名以上)

:骨時暑緩渇猛奪晏晏
爆発 4名 死亡

4月る5を受手を竪経突

2,677

2,952

2,927

5,995

6,565

8,409

８６

・５

８０

０９

1939

40

41

42

43

44

45

29,540

33,373

48,214

50,6741,317

1,425

1.679

1,868

1,292

爆
ち
亡

で
う
死

来
く
Ｄ

勿
名
名

本
５
２

日
裂
人

大
破
鮮

，薬
朝

月

10.789

11,181

10,171

7,137

83,718

84,547

90,993

59,951

産 業 務上のみ「T上 し(め つo

出所 :商工省 『本邦鉱業の趨勢』他より作成。
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年
労

表22 主 要炭鉱の鉱夫解雇事由調

北 海 1 東 北 東 部 1 宇 部 十九 ) ‖‖

再

１

全  国 全  国

6,51

1 ,

17,

1,71

3,23

51

1

1 ,

5,90

叫
期

調

繍

３．５

３５

・８

　

１

２

・８

２０

崩
鍋

２８‐

８．‐
叫
卿
『

７．８
・０４
４
６
５
・０３
ｍ

３０
‐
拭

Ｆ
勺
‐
８０
‐
７２
‐
物

‐
９‐

‐

Ｓ

「

３

‐
９

‐
１‐

１
３

１

０
‐

３．

０７

２４

２７

８。

０３

４６

史
苑

（第
四
七
巻
第
二
号
）

引
判
引
ｑ
ｑ
ｑ
引
判
調
「

―

翻

掛

２
，

１
，

３
，
　

　

　

　

　

　

　

１
，

鮮

む
ね
日
本
人
鉱
夫
の
二
倍
程
度
と
推
定
で

き
よ
う
）
。　
そ
こ
で
具
体
的
な
死
傷
病
率

を
見
れ
ば
、
こ
れ
も
断
片
的
資
料
で
あ
る

が
、　
一
九
四
三
年
四
月
に
は
朝
鮮
人
鉱
夫

の
業
務
上
死
傷
病
率
は
大
手
（会
員
炭
鉱
）
、

弱
小

（組
合
炭
鉱
）
と
も
日
本
人
鉱
夫
の

約

一
・
五
倍
の
水
準
に
あ
り
、
と
く
に
弱

小
資
本
で
の
死
傷
病
率
が
高
か
っ
た

（表

２３
）
０
　
こ
れ
を
地
域
別
に
見
れ
ば
、
東
部

支
部
管
内
炭
鉱
の
朝
鮮
人
の
死
傷
病
率
は

大
手
、
弱
小
と
も
に
全
国
平
均
を
上
回
っ

た
。
ま
た
翌
四
四
年

一
月
に
は
朝
鮮
人
の

業
務
上
死
傷
病
率
は
地
域
、
資
本
の
大
小

を
問
わ
ず
、
さ
ら
に
上
昇
し
て
い
る
。

日
　
常
磐
炭
田

常
磐
炭
田
の
被
強
制
連
行
朝
鮮
人
の
死

亡
数
は

一
九
三
九
―
四
三
年
度
の
累
計
で

一
三
六
名
に
達
し
た
と
見
ら
れ
る
（表
２４
）
ｏ

こ
の
う
ち
常
磐
炭
腹
榊

一
社
だ
け
で
八
五

パ
ー
セ
ン
ト
（
一
一五
名
）
を
占
め
、（彼

く
に
旧
磐
城
炭
張
榊
の
死
亡

数
が

多

い

1 9 4 3 年 度

解雇事由

計  +19,21抑H叩 ‖58引∞,
期 間 満 了

円 満 退 山

2,

1,71 3,81

3, 23,

4死亡襲軽洗 11

448

応召 ・入営

其   他

解4み
注 1 主 要炭鉱とは年産 5万 トン以上の炭鉱。

2 朝 鮮人鉱夫の応召 ・入営による解雇は 1944年5月 に始まる。

3 1944年 8,9月 は'‖路転換鉱夫を除く。

出所 :石炭統制会勤労部文書

57引鍋



表23 死 傷病件数と死傷病率

1944年 1月
戦
時
下
常
磐
炭
口
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
と
問
い

（長
澤
）

死傷病 1死

銘1占 ろ
1 9

( 1 0 0

8 7

(5 7)

Ｑ

一　

て
ヽ

２
の

一
５
０

■
０

一
４
“
ヽ

・３
め

一
神
の

１
●

一　
Ｑ

５
め

一
８
の

８２

７ ．

一

５０

７４

・５６効
一９７．０

３
，く７
，
一　

Ｑ

５
の

一
１
の

上
Ｇ

一
ス
Ｇ

８８９効
一５４２
・４５＞

３
，
・４
，
一
１
，く２
，

０
の

一
５
っ

４
②

一　

く

注朝(
1 7

( 7 6

茎封

矧

1 6

( 5 6

一
３
０

一
１
●

1

(3

1 9

( 7 9

2 6

( 9 0

倒
1 . 0

( 8 8 )

13

( 9

1 9

(8 4)
2,745

(6,549

(  8'き)|
1 5 1 6 3

( 7 5( 4 3 ) |組合

（
七
三
名
）
。
さ
ら
に
一
九
四
二
年
七
月
―
四
四
年

九
月
の
東
部
支
部
管
内
炭
鉱
の
死
傷
率
を
見
れ
ば
、

こ
の
期
間
の
平
均
で
朝
鮮
人
の
業
務
上
死
亡
率
は

日
本
人
の
四
倍
以
上
に
達
し
た

（表
２５
）
ｏ
表
２５

に
よ
れ
ば
敗
戦
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
日
本
人
鉱
夫

の
死
亡
率
が
低
下
し
逆
に
朝
鮮
人
の
死
亡
率
が
急

上
昇
し
て
い
る
の
は
、
職
種
別
労
働
力
構
成
の
変

化
に
伴
い
大
量
の
未
熟
練
朝
鮮
人
鉱
夫
が
荒
廃
し

て
危
険
な
採
炭
現
場
に
回
さ
れ
、
狂
気
じ
み
た
増

産
に
駆
り
出
さ
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ

と
は
将
来
、
災
害
死
傷
者
の
職
種
、
死
困
等
を
具

体
的
に
分
析
す
る
過
程
で
よ
り
明
確
に
さ
れ
る
で

（拓
）

あ

ろ
う
。

註０
　
た
と
え
ば
戦
争
末
期
に
常
磐
磐
崎
の
直
接
夫
は

日
本
人
、
朝
鮮
人
と
も
二
六
九
名
ず
つ
だ
っ
た
が
、

こ
の
う
ち
日
本
人
先
山
は

一
六
三
名
に
対
し
朝
鮮

人
先
山
は
わ
ず
か
二
二
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

的
　
単制
出
、
木
出
茂
彦
に
よ
る
。

仰
　
『
半
島
労
務
者
勤
労
状
況
に
関
す
る
調
査
報
告
』

五
〇
頁
。

注 ユ 上 段は業務上,( )内 は業務外である。

2 調 査範囲は全国主要炭鉱 (179鉱)と する。

出所 :石炭統制会労務部文書
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側
　
た
と
え
ば
常
磐
炭
国
の
六
社
九
炭
鉱
の

一
九
四
四
年

一
月
の
就
業
率

は
朝
鮮
人
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
全
鉱
員
八
二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
同
年

八
月
は
日
本
人

一
般
七
九

・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
被
強
制
連
行
朝
鮮
人
七

九

・
○
。ハ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た

（
石
炭
統
制
会
文
書
に
よ
る
）
。

四
　
こ
の
た
め
家
族
が
密
造
酒
造
り
を
す
る
例
も
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。

的
　
一ヽに
と
え
ば
磐
域
炭
碩
備
の
場
合
、
表
二
〇
の
中
、
在
籍
数
か
ら
寮
収

容
人
員
を
差
引
い
た
分
が
家
族
を
呼
寄
せ
た
朝
鮮
人
鉱
夫
数
と
推
定
さ

れ
る
。

側
　
一表
〓
一一に
よ
れ
ば
南
樺
太
か
ら
の
再
運
行
朝
鮮
人
を
除
く
既
住
朝
鮮

人
は
わ
ず
か
八
二
名
で
あ
り
、
し
か
も
大
手
炭
鉱
に
は
ほ
と
ん
ど
在
籍

し
て
い
な
い
。

０
　
林
潤
植

（慶
尚
北
道
か
ら

一
九
四
二
年
五
月
に
動
員
さ
れ
た
）
。

的
　
李
八
能

（江
原
道
か
ら

一
九
四
三
年
九
月
に
動
員
さ
れ
た
）
。

的
　
橋
本
顕
治
。　
一
九
四
三
年
か
ら
二
年
以
上
、
寮
長
を
勤
め
た
。

働
　
大
田
原
宗
三
。　
一
九
四
三
年

一
二
月
か
ら
寮
長
を
勤
め
た
。

的
　
入
山
炭
張
就
業
案
内
。

ｍ
　
古
河
好
間
炭
旗
就
業
案
内
。

圃
　
入
山
採
炭
冊
で
は
湯
本
町
上
川
に
あ
っ
た
朝
鮮
人
売
春
宿
と
契
約
し

て
い
た
と
い
う
。

∞
　
た
だ
し
朝
鮮
人
鉱
夫
の
多
く
は
公
休
日
で
も
自
由
行
動
が
制
限
さ
れ

て
い
て
、
遠
出
は
困
難
だ
っ
た
。

四
　
入
山
の
例
は

『
日
本
鉱
山
協
会
史
料
七
八
輯

・
半
島
人
労
務
者
二
関

ス
ル
調
査
報
告
』
公

九
四
〇
）
五

一
頁
。　
磐
城
、
古
河
好
間
の
例
は

『
特
高
月
報
』

一
九
四

一
年
六
月
分
。

口
　
一側
註
の
入
山
の
例
。

の
　
米
穀
配
給
基
準
に
よ
る
炭
鉱
夫

（特
別
重
労
働
）
の
一
人

一
日
基
準

史
苑

（第
四
七
巻
第
二
号
）

量
は
、
男
子
で
わ
ず
か
四
合

（
五
七
〇
グ
ラ
ム
）
と
さ
れ
た
。
し
か
し

常
磐
炭
回
の
個
別
資
本
は
朝
鮮
人
鉱
夫
に
抵
抗
さ
れ
て

一
気
に
こ
の
規

正
標
準
率
に
減
食
で
き
ず
、　
一
時
的

に
六
合
五
勺

（古
河
好
問
）
、
五

合
八
勺

（磐
城
）
に
留
め
ざ
る
を
得

な

か
っ
た

（『
特
高
月
報
』

一
九

四

一
年
六
月
分
）
。

働
　
入
山
の
例

（『
半
島
労
務
者
勤
労
状
況
に
関
す
る
調
査
報
告
』

一
〇

三
頁
）
。
こ
の
資
料
で
は
朝
鮮
人
六

・
五
合
強
、
日
本
人
五

・
六
四
合

の
配
給
と
し
て
い
る
が
、
副
食
物
や
調
味
料
に
は
日
本
人
に

一
・
八
倍

も
支
出
し
て
お
り
、
結
局
総
合
で
は
朝
鮮
人
五
六
銭
、
日
本
人
七
八
銭

強
と
な
り

（賄
料
は
と
も
に

一
日
五
五
銭
）
、
朝
鮮
人
鉱
夫

に
対
す
る

差
別
的
待
遇
が
認
め
ら
れ
る
。

四
　
石
炭
統
制
会
東
部
支
部

「常
磐
地
方
炭
帳
労
務
者
食
糧
不
足
事
情
」

一
九
四
二
年
五
月
。

側
　
石
炭
統
制
会
東
部
支
部
文
書
。

価
　
木
出
茂
彦

『壁
に
語
る
』
全

九
五
九
）
二
五
二
頁
。

口
　
福
島
県
警
察
部
文
書
。

ω
　
側
に
同
じ
。

四
　
戦
時
中
の
食
糧
配
給
の
不
正

（ピ
ン
ハ
ネ
）
は
戦
時
中
の
朝
鮮
人
鉱

夫
の
抵
抗
だ
け
で
な
く
、
八

・
一
五
解
放
直
後
の
朝
鮮
人
鉱
夫
の
問
い

や
日
本
人
鉱
夫
に
よ
る
労
働
組
合
結
成
の
原
因
に
も
な
っ
た
。

的
　
単制
出
、
金
忠
鎮
に
よ
る
。

０
　
鄭
楽
源

（忠
清
北
道
か
ら

一
九
四
二
年
七
月
に
動
員
さ
れ
た
）
。

０
　
各
社
の
就
業
案
内
に
よ
る
。

い
　
遠退
族
へ
の
扶
功
料

（
八
条
）
、
遺
骨
遺
品
取
扱

い

（
一
〇
条
）
等
、

全
文

一
九
条
か
ら
成
る
。

０
　
磐
城
は
坑
内
維
持
が
悪
く
、
そ
の
た
め
に
労
働
災
害
が
多
発
ゼ

た
と



1944年 6月 14日

減 耗 数

戦
時
下
常
磐
炭
回
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
と
問
い

（長
澤
）

穀及軸晰
蜘

い
わ
れ
る
。

の
　
た
だ
し
表
二
五
に
は
集
計
漏
れ
人
数
が
か
な
り
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
実
際
の
死
亡
率
は
こ
の
期
間
の
平

均
で
三
倍
を
下
回
ら
な
い
程
度
と
推
定
で
き
ょ
う
。

四
　
常
磐
炭
国
の
死
亡
朝
鮮
人
に
関
す
る
初
歩
的
分
析
は
、

拙
稿

「常
磐
炭
田
に
お
け
る
朝
鮮
人
労
働
者
に
つ
い
て
」

参
照
。

1944

5月

現在
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表24

1940年 度

減 耗 数
史
苑

（第
四
七
巻
第
二
号
）

８．

　

７３

　

一
　

・４

９８‐
獄
判
「
「

一
‐

十
‐
料
判
「

柳本郷印療餞弟帥

健
髯
ぃ
ぃ
本
邦
曹
昭

謬
　
古
大
東
日
大

＼

会 社 ・炭 鉱
｀
＼

170

C

注 死 亡は業務上と業務外の合計,

出所 :石炭統制会東部支部文書
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一は被強制運行朝鮮人が在籍しない。



表25 災 害死傷者数と死傷率 東 部支部管内

ちも＼＼
1942年7月
2
43年3月

43年4月
2
44年 3月

44年 4月
2
44年 9月

死傷房J

死  亡

死亡率%

負  傷

負傷率%ク

死亡率物

負  傷

負傷率勿

戦
時
下
常
磐
炭
田
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
と
問
い

（長
澤
）

亡

そ

傷

物

率

一
　

寺令

亡

一　
　
傷

死

死

一
負

負

一
 般 短 期 1 計

A

朝鮮人

B

15

3 69

B/A

321倍

10

0 52

24

0.89

22

0_81

12

0 87

3

0 22

57

0,96

0 58

2

2 24

8

8 95

23

1 15

18

0 90

7

1 72

2

1 10

21

11_53

1

0 80

8

6 43

37

9 54

26

0 90

43

1 49

13

0 86

26

3 77

22

6 18

3

0 84

7 19

1 15

中印一申印

均平重加は又計

11

0 73

62

0 97

63

4 28

22

1 53 1 36

注 1 業 務上のみ,負 傷は重傷者のみ計上してある。

2 死 傷率は各期間末在籍数 1,000名に対する比率 (千分率 %θ,年 率換算)を 示す。

3 朝 鮮人は既住朝鮮人を含む。

4 た だし本表に集計漏れの死傷例も多いと思われる。

出所 :石炭統制会東部支部 「災害原簿J他 より作成。

一- 74 +~
―- 75 -一

二
、
朝
鮮
人
鉱
夫

の
問

い

１
　
戦
時
下
の
抵
抗

戦
時
下
の
苛
酷
な
弾
圧
下
に
あ

っ
て
も
、
常
磐
炭
田
各
炭
鉱
の
朝

鮮
人
鉱
夫
は
様
々
な
方
法
で
日
本
帝
国
主
義
、
石
炭
独
占
資
本
の
搾

取
と
抑
圧
に
抵
抗
し
続
け
た
。
朝
鮮
人
鉱
夫
は
逃
走
、
サ
ボ
タ
ー
ジ

ュ
、
再
契
約
拒
否
等
の
非
暴
力
的
抵
抗
だ
け
で
な
く
、
し
ば
し
ば

ス

ト
ラ
イ
キ
や
暴
力
行
動
を
伴

っ
た
直
接
的
で
激
し
い
抵
抗
も
敢
行
し

た
。
こ
う
し
た
戦
時
下
の
朝
鮮
人
鉱
夫
の
必
死
の
抵
抗
は
、
日
帝
の

日
朝
民
族
対
立
政
策
に
よ
っ
て
日
本
人
鉱
夫
に
植
え
付
け
ら
れ
た
根

深
い
民
族
排
外
主
義
を
克
服
し
て
、
同
様
に
日
帝
、
石
炭
独
占
資
本

の
搾
取
と
抑
圧
に
苦
し
む
日
本
人
鉱
夫
と
の
共
同
闘
争
を
実
現
す
る

条
件
を
作
り
出
し
た
し
、
ま
た
戦
時
下
の
抵
抗
体
験
は
八

・
一
五
解

放
直
後
の
朝
鮮
人
自
身
に
よ
る
大
き
な
闘
い
の
流
れ
の
源
流
に
も
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
朝
鮮
人
鉱
夫
の
逃
走
の
実
態
や
官
憲
文
書
に
現
わ
れ
た

直
接
的
な
抵
抗
を
通
し
て
戦
時
下
の
朝
鮮
人
鉱
夫
の
抵
抗
を
考
え
る

が
、
そ
の
前
に
ま
ず
常
磐
炭
国
の
個
別
資
本
に
よ
る
逃
走
防
止
策
に

つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

史
苑

（第
四
七
巻
第
二
号
）

日
　
逃
走
防
止
策

戦
時
下
の
日
本
石
炭
産
業
の
生
産
要
素
の
第

一
が
労
務
で
あ
り
、

と
り
わ
け
鉱
夫
数
の
充
足
に
あ

っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
従

っ
て
そ

の
多
く
を
直
接
夫
で
占
め
た
朝
鮮
人
鉱
夫
の
大
量
か
つ
不
断
の
逃
走

（他
産
業

へ
の
移
動
）
は
、
石
炭
猿
占
資
本
の
増
産
計
画
を
根
底
か

ら
揺
る
が
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
国
帝

の

「
労
計
」
「
国
計
」
遂
行

を
混
乱
さ
せ
、
経
済
統
制
に
よ
る
軍
需
物
資
、　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産

力
拡
大
を
企
図
す
る
日
帝
の
も
く
ろ
み
に
対
し
て
重
大
な
障
害
に
な

り
得
た
。
ゆ
え
に
日
帝
は
早
く
か
ら
国
家
総
動
員
法
に
基
づ
く

一
連

の
法
令
で
炭
鉱
夫
の
移
動
防
止
を
図
り
、
朝
鮮
人
鉱
夫
に
対
し
て
は

と
く
に
定
着
督
励

（契
約
期
間
延
長
）
政
策
も
強
行
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し

一
般
に
戦
前
の
炭
鉱
夫
移
動
率
は
他
産
業
に
比
べ
て

高
く
、
戦
時
下
の
完
全
雇
備
状
態
で
は
植
民
地
出
身
の
朝
鮮
人
鉱
夫

の
場
合
は
さ
ら
に
高
率
に
な

っ
た
ハ）
と
い
う
の
は
朝
鮮
人
鉱
夫
の
場

合
は
他
産
業
と
の
賃
金
格
差
、
苛
酪
な
労
働
条
件
と
い
っ
た

一
般
的

理
由
だ
け
で
な
く
、
戦
前
の
日
本
石
炭
産
業
が
抱
え
て
い
た
前
近
代

的
労
務
管
理
が
植
民
地
出
身
労
働
者
に
対
し
て
は

一
据
海
骨
に
作
用

し
た
の
で
、
彼
ら
の
移
動
率
は
驚
く
ほ
ど
高
く
な

っ
た
。

次
に
常
磐
炭
国
各
炭
鉱
で
採
用
さ
れ
て
い
た
朝
鮮
人
鉱
夫
に
対
す

る
逃
走

（移
動
）
防
止
策
を
具
体
的
に
見
て
い
く
。
こ
れ
に
は
会
社

労
務
職
員
に
よ
る
日
常
的
な
脅
追
、
暴
力
行
使
や
前
述
し
た
厳
格
な

金
銭
管
理

（預
金
送
金
制
度
）
、蓉
一制
度
の
他
に
、
次
の
よ
う
な
さ
ま



戦
時
下
常
磐
炭
田
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
と
闘
い

（長
澤
）

ざ
ま
な
方
法
が
含
ま
れ
て
い
た
。

Ａ
　
家
族
呼
寄
せ
制
度

訓
練
期
間
終
了
後
、
朝
鮮
に
い
る
家
族
の
呼
寄
せ
を
認
め
た

（交

通
費
は
会
社
が
負
担
）
。　
当
初
常
磐
炭
回
の
個
別
資
本
は
、
家
族
ご

嘘俄期的却〕曲卿毎脚鄭藤醐峡〕翔凝装体球雑姉報勢晦作

か
ず
、
こ
れ
に
応
じ
た
朝
鮮
人
は
少
な
か
っ
た
。

Ｂ
　
逃
走
防
止
懸
賞
金

各
朝
鮮
人
寮
ご
と
に
逃
走
率
引
下
げ
の
目
標
値
を
設
定
し
、
実
績

に
応
じ
て
手
当

（懸
賞
金
）
が
寮
を
管
理
す
る
労
務
職
員
に
支
給
さ

れ
た
。Ｃ

　
契
約
期
間
延
長
の
強
要

被
強
制
連
行
朝
鮮
人
鉱
夫
の
契
約
期
間
は

一
―
三
年
間

（多
く
は

二
年
間
）
で
あ
り
、
契
約
満
了
後
は
解
一展
さ
れ
帰
郷
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
個
別
資
本
自
身
は
契
約
期
間
の
延
長
を
早
く
か

ら
望
ん
で
お
り
、
契
約
満
了
後
の
朝
鮮
人
鉱
夫
に
再
契
約
を
強
要
し

て
い
た
。
そ
の
後
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
新
規
動
員
が
困
難
に
な

っ
た

戦
争
末
期
に
は
全
国
的
規
模
で
契
約
延
長
が
石
炭
統
制
会
と
協
和
会

に
よ
る

「定
着
指
導
」
と
し
て
二
回
実
施
さ
れ
た
が
、　
一
九
四
四
年

四
月
に
は
こ
れ
が
つ
い
に
国
家
の
政
策
に
採
用
さ
れ
た
。
即
ち

「移

入
朝
鮮
人
労
務
者
ノ
契
約
期
間
延
長

二
関
ス
初
粋
」
が
通
牒
さ
れ
、

一
九
四
四
年
度
中
に
契
約
満
了
と
な
る
朝
鮮
人
に
対
し

「原
則
ト
シ

テ
満
了
後

一
年
以
上
」
の
契
約
延
長
が

「内
地
朝
鮮
官
民
協
カ
ウ
下

至
〉〕
強
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
組
織
さ
れ

た

「移
入
朝
鮮
人
労
務
者
定
着
指
導
班
」
が
全
国
に
派
遣
さ
れ
、
五

月

一
四
日
以
降
常
磐
炭
回
の
五
炭
鉱
で
活
動
し
て
い
る
。
常
磐
一炭
田

の

「定
着
指
導
」
の
実
態
は
警
察
の
強
権
発
動
に
よ
る
も
の
で
一あ
り
、

卿榊儀期嬢拘嚇簾搬舶瑚報確中韓ｒ史ネ湘独粕詠勘蝉麟新

朝
鮮
人
鉱
夫
の
期
間
満
了
後
の
退
職
、
帰
郷
は
非
常
に
困
難
に
な

っ

（１０
）

イ
ぶ

っ
た
。

Ｄ
　
官
民

一
体
の
監
視

常
磐
炭
田
の
個
別
資
本
は
着
山
直
後
の
朝
鮮
人

に

つ
い
て
、
「内

地
渡
航
ノ
有
無
、
内
地
知
人
関
係
、
素
行
、
性
質
伊
祖
語
程
度
」
等
、

詳
細
に
亘
る
顔
写
真
付
き
個
人
カ
ー
ド
を
作
製
し
た
ほ
か
、
労
務
職

員
が
日
常
的
に
監
視
し
逃
走
意
思
の
有
無
を
秘
か
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て

（
・２
）

い
た
。

個
別
資
本
に
よ
る
朝
鮮
人
鉱
夫
に
関
す
る
こ
う
し
た
個
人
情
報
は
、

関
係
監
督
官
庁
に
提
出
す
る
文
書
や
指
定
統
計
の
基
礎
に
な
っ
た
。

ち
な
み
に
石
炭
個
別
資
本
が
被
強
制
連
行
朝
鮮
人
の
み
に
関
し
て
提

―- 76 -――- 77 -

出
す
べ
き
各
種
指
定
統
計
は
少
な
く
と
も

一
三
種
類
に
の
ぼ

っ
た
が
、

こ
れ
ら
の
提
出
先
は
福
島
、
茨
城
両
県
の
警
察
署
を
始
め
、
県
協
和

会
、
県
職
業
紹
介
所
、
石
炭
統
制
会
東
部
支
部
、
仙
台
及
び
東
京
の

鉱
山
監
督
局
等
、
団
体
や
県
、
国
の
多
く
の
行
政
組
織
に
及
ん
で
お

り
、
常
磐
炭
国
の
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
”曰
と
生
活
全
般
が
い
か
に

「官

民

一
体
」
に
よ
る
二
重
三
重
の
監
視
下
に
置
か
れ
て
い
た
か
推
奈
で

き
よ
う
。

倒
　
逃
　
　
走

逃
走
は
戦
時
中
、　
一
貫
し
て
朝
鮮
人
鉱
夫
解
一雇
事
由
の
最
大
の
も

の
で
あ
り
、
応
召
入
営
や
円
満
退
由
に
よ
る
解
展
が
多
い
日
本
人
鉱

夫
に
比
べ
て
ひ
と
き
わ
特
異
で
あ

っ
た

（表
２２
）
ｏ　
前
述
の
よ
う
に

常
磐
炭
田
で
も
強
制
連
行
開
始
直
後
の
逃
走
率
は
全
国
的
に
も
高
か

っ
た
が
、
そ
の
後
も
逃
走
は
続
出
し
、　
一
九
四
三
年

一
二
月
ま
で
に

動
員
さ
れ
た
朝
鮮
人

一
万
四
七
五
二
名
中
、
五

一
二
五
名

（
三
四

・

七
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
逃
走
し

（表
２４
）
、　
常
磐
炭
口
で
も
逃
走
は
朝

鮮
人
鉱
夫
減
員
事
由
の
第

一
位
を
占
め
て
い
た
。

次
に
常
磐
炭
田
各
炭
鉱
の
逃
走
の
実
態
に
つ
い
紅
一
関
係
者
の
証

言
を
考
千
紹
介
し
た
い
。
入
山
採
炭
側
の
あ
る
幹
部
は
、
青
葉
寮
か

ら
逃
走
発
生
の
電
話
連
絡
が
あ
る
と
寮
の
係
員
と

一
緒
に
逃
走
朝
鮮

人
を
技
し
た
と
い
う
。

史
苑

（第
四
七
巻
第
壬
号
）

逃
走
は
点
呼
の
時
に
発
見
し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
ト
ラ
ッ
ク

（木

炭
車
）
で
近
く
の
山
々
を
走
り
回
り
、
追
い
か
け
ま
し
た
。
捕
ま

え
れ
ば
警
察
の
内
鮮
係
に
引
渡
し
て
強
制
送
還
し
て
も
ら
う
か
、

会
社
に
引
き
戻
し
ま
し
た

（
・５
）

青
業
第
二
西
寮
の
労
務
係
助
手
は
次
の
よ
う
に
語

っ
た
。

寮
管
理
者
の
仕
事
は
入
坑
督
励
と
逃
走
防
止
で
す
。
入
坑
督
励

と
は
要
す
る
に
殴
り
つ
け
る
こ
と
で
、
そ
の
た
め
の
木
刀
や
皮
べ

ル
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
逃
走
防
止
の
た
め
に
外
部
か
ら
朝
鮮

人
に
来
る
手
紙
を
密
か
に
開
封
し
て
、
通
訳
に
読
ま
せ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
第
二
西
寮
で
は

一
晩
に

一
八
名
が
い
っ
ぺ
ん
に
逃

走
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
夜
中
に
山
中
を
逃
走
し
、
勿
来
や

茨
城
県
ま
で
行

っ
て
汽
車
に
乗
る
よ
う
で
し
た
。
そ
こ
で
私
は
会

社
に

「
四
倉
―
水
戸
」
駅
間
の
定
期
券
を
買

っ
て
も
ら
い
汽
車
の

中
を
警
戒
し
た
結
果
、
二
か
月
間
で
三
名
の
逃
走
朝
鮮
人
を
発
見

し
ま
し
た
。
彼
ら
は
服
装
、
持
物
や
挙
動
で
す
ぐ
に
分
か
り
ま
し

た常
磐
炭
国
か
ら
逃
走
す
る
朝
鮮
人
の
多
く
は
鉄
道
を
利
用
し
て
京

浜
方
面
に
向
か
う
た
め
、
国
鉄
常
碁
線
の
最
寄
り
駅
は
会
社
職

（
員
採

よ
っ
て
警
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
た
と
え
ば
古
河
好
間
の
朝
鮮
人
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表26 朝 鮮人鉱夫の抵抗例

史
苑

（第
四
七
巻
第
二
号
）

1

2

3

4

5

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

20

21

22

1939 10 27

11 19

12 18

磐 成 長 倉

磐 城

磐 城 内 郷

磐 城 内 郷

碁 城 内 郷

古 河 好 間

古 河 好 間

入 山 湯 本

磐 城 内 郷

磐 城 長 倉

入 山 湯 本

磐 城 内 郷

古 河 好 間

磐 城 長 倉

磐 城 内 郷

古 河 好 問

大日本勿来

古 河 好 間

磐 城 内 郷

上   岡

大昭上山田

150名

138

13

24

5

7

25

430

15

200夕ヽ

80余

40

165

1

86

10余

40余

81

12

17

承サ20

5

会社炭鉱

常 磐 内郷

抵 抗 の 原 因

坑内作業の危険性

強制貯金への不満

同僚の坑内変死

賃金,強 制貯金への不満

妻病気でも帰郷させず

朝鮮人通訳への反感

寮賄料の値上げ (一日50銭→60銭)

同僚の病死 (私刑か》

同僚の坑内負傷

日本人鉱夫の暴行

日本人労務係の暴行

飯米の削減 (8合 →58合 )

飯米の肖」減 (8合 → 4合 )

食糧問題

食糧問題

日本人労務係の景行

日本人労務係の暴行

日本人労務係の暴行

賃金への不満

食糧問題,飯 場料の値上げ (一日80銭

→90銭)

日本人労務係の暴行

賠博現場の トラブル

1940  1

1  3

1  馬

1 11

1 24

2

4  2

10 27

1941  6  3

6_ 8

9

1942  5.31

10  6

12 15

12 16

1943  1 25

8 23

1944  2  5

と 上 岡炭鉱は福島県双葉郡に位置する。ただし被強制連行朝鮮人は在籍
しない。

出所 :内務省警保局 『特高月報』,平 区裁判所 『裁半」原本』より作成。

の
抵
抗
が
見
ら
れ
、
ま
た
磐
城

炭
頑
冊

一
社
に
全
体
の
半
数
の

抵
抗
例
が
集
中
し
た
。
抵
抗
の

原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、

日
本
人
労
務
職
員
の
暴
行
が
原

因
で
し
ば
し
ば
寮
全
員
の
朝
鮮

人
鉱
夫
が
参
加
す
る
抵
抗
が
起

き
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
抵
抗

が
朝
鮮
人
鉱
夫
間
に
広
い
支
持

・
共
感
を
得
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
ま
た

一
九
四

一
年
六

月
以
降
は
配
給
食
糧
の
大
幅
削

減
に
反
対
し
て
、
各
地
の
炭
鉱

で
罷
業
が
相
次
い
で
い
る
。
抵

抗
の
内
容
は
入
坑
拒
否
、
怠
業

が
多
い
が
、
会
社
労
務
管
理
の

末
端

（
日
本
人
労
務
係
、
朝
鮮

人
通
訳
等
）
に
対
す
る
暴
行
や

ハ
ン
ス
ト
、
さ
ら
に
は
陳
情
書

郵
送
や
落
書
き
等
も
あ

っ
て
多

種
多
様
で
あ
り
、
戦
時
下
の
苛

酷
な
弾
圧
下
に
お
け
る
植
民
地

一- 79 -―
一- 78 -一

(1939年 10月
～44年 11月 )

抵 抗 の 内 容 結

入坑拒否中合せ

返済しなけれtま入坑拒否申出

入坑拒否,怠 美

出身面事務所に凍倍書郵送

怠美

朝鮮人通訳を暴行

絶食同盟を結成

一斉罷業ぅ労誘係を暴行

この切羽の作業中止を要求

罷業,労 務係を暴行

寮詰所に集まり抗議

罷業 (空腹のため)

飯米の増量要求し,罷 業

不穏落書

飯米の増量要求し,ハ ンス ト

抗議

労務職員らに暑行,寮 内部を破壊

労務係に暴行

賃金値上げを要求し,怠 業

飯米の増量と販湯科の値上げ取消し

を要求し,同 盟休業

抗議, 日本人労芳係を暴行

日本人労務係を景行

誉察が事前弾圧

警察が弾圧

1名 ,朝 鮮に送還

要求通らず

警察が弾圧

厳重警告を受ける

警祭か算と し, 4ね た逮

管察が日本人 2名 ,朝 鮮人 2名 検挙

会社が弾圧

警察が朝鮮人30名検束

警察が 4名 検束

警察が弾E

警察が弾圧,会 社は 65合 給食

管察が厳戒処分

管察の弾圧等により中止, 3名 検挙

警察が弾圧

5名 に懲役 6月 ～ 4月 ,4名 に罰金70円の 判 決

警察が厳重説諭し釈放

警察が 2名 検挙,誓 約させ釈放

戦
時
下
常
磐
炭
国
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
と
問
い

（長
澤
）

飯場料の値上げ取消し,飯 米の増量は認 めず

(4合 )

警察が4名検挙し送演 (暴力行為等処罰に関す

る法律違反)

警察が5名検挙し送検 (傷害罪)

週
に

一
度
の
休
日
に
は
自

由
時
間
が
と
れ
、
平
ま
で
遊

び
に
行
け
た
。
し
か
し
こ
の

日
は
会
社
の
労
務
係
が
駅
の

改
札
に
待
機
し
て
い
て
、
逃

走
を
警
戒
し
て
い
た

と
話
し
た
。

日
　
官
憲
文
書
に
見
る
抵
抗

戦
時
下
常
磐
炭
国
の
朝
鮮
人

鉱
夫
の
抵
抗
を
全
面
的
に
把
握

す
る
の
は
困
難
だ
が
、
官
憲
文

書
で
そ
の

一
端
を
う
か
が
う
こ

と
は
で
き
よ
う
。
即
ち
、
特
高

月
報
な
ど
の
官
憲
側
文
書
で
も

朝
鮮
人
鉱
夫
に
よ
る
直
接
的
な

抵
抗
が
三
二
例
認

め
ら

れ

る

（表
２６
）
ｏ
　
こ
の
う
ち
強
制
連

行
開
始
直
後
の
半
年
間
に
九
件



戦
時
下
常
磐
炭
国
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
と
闘
い

（長
澤
）

出
身
労
働
者
の
ギ
リ
ギ
リ
の
抵
抗
が
見
て
と
れ
よ
う
。

朝
鮮
人
鉱
夫
の
抵
抗
は

一
般
に
は
請
願
巡
査
や
お
抱
え
暴
力
国
の

支
援
を
受
け
た
会
社
側
の
手
で
弾
圧
さ
れ
た
が
、
大
規
模
な
抵
抗
や

日
帝
に
と

っ
て
危
険
性
が
高
い
も
の
は
官
憲
に
出
動

を

要
請
し
た

（表
２６
）
０
そ
の
結
果
、
抵
抗
の
中
心
と
な

っ
た
朝
鮮
人
鉱
夫
が
弾
圧
、

逮
捕
さ
れ
、
彼
ら
は
不
良
分
子
と
し
て
朝
鮮
に
送
遠
さ
れ
た
り
、
時

に
は
起
訴
さ
れ
て
有
罪
判
決
を
受
け
た
。
こ
う
し
て
朝
鮮
人
鉱
夫
達

の
要
求
は
出
動
し
た
警
官
隊
の
威
か
く
と
実
力
の
前
に
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
要
求
を
個
別
資
本
側
に
承
認
さ

せ
た
例
も
あ

っ
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
そ

あ
る

（表
２６
の
Ｎｏ，１３
飯
米

の
増
量
要
求
、
Ｎｏ．２０
寮
賄
料
の
値
上
げ
取
消
し
要
求
）
。
　
と
い
う
の

は
寮
賄
料
値
上
げ
や
配
給
食
糧
５

大
幅
削
減
は
朝
鮮
人
の
み
な
ら
ず

日
本
人
に
と

っ
て
も
共
通
の
切
実
な
関
心
事
で
あ
り
、
こ
こ
に
日
本

以
瑚
難
け
碑
中
妙
顛
鞭
帥
勢
牟
晦
能
晦
帥
癖

つ て
翻
珊
惑
帥
峡
淀
錠
輔

ら
の
朝
鮮
人
鉱
夫
達
の
入
坑
拒
否
、　
ハ
ン
ス
ト
等
に
よ
る
必
死
の
闘

い
に
対
し
て
、
日
本
人
鉱
夫
達
が
ど
う
対
応
し
た
の
か
、
官
憲
文
書

で
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
朝
鮮
人
鉱
夫
に
対
す
る
給
食
量
削
減

の
緩
和
や
、
朝
鮮
人
療
の
賄
料
値
上
げ
取
消
し
は
、
結
果
と
し
て
日

本
人
鉱
夫
側
に
も
良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な

っ
た

と

思

わ

れ

と
つ
。

２
　
八

。
一
五
解
放
直
後

の
問

い

日
帝
敗
戦
の
知
ら
せ
が
常
磐
炭
国
の
朝
鮮
人
鉱
夫
間
に
す
ぐ
伝
わ

つ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
早
く
も
彼
ら
の
怠
業
が

一
五
日
当
日

（大
日

本
勿
来
）
や
翌

一
六
日

（赤
井
、
小
日
、
東
邦
櫛
形
、
関
本
）
に
始

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
容
易
に
推
察
で
き
る

（表
２７
）
ｏ
　
ま
た
敗
戦

直
前
に
す
で
に
山
口
炭
張
で
は
怠
業
を
始
め
て
い
た
事
実
は
注
目
さ

れ
よ
う
。
以
上
の
炭
鉱
の
多
く
が
弱
小
資
本
な
い
し
南
樺
太
か
ら
の

再
運
行
朝
鮮
人
を
就
労
さ
せ
た
炭
鉱
だ
っ
た
こ
と
が
、
闘
い
の
組
織

化
を
容
易
に
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
炭
鉱
で
の

朝
鮮
人
の
問
い
は
そ
の
後
は
発
展
で
き
ず
に
い
た
。
そ
の
壁
を
打
破

り
、
闘
い
の
流
れ
を
更
に
大
き
く
し
た
の
が
常
磐
炭
張
隅
湯
本
張
の

朝
鮮
人
鉱
夫
達
だ
っ
た
。

【日
　
常
磐
炭
張
欄
で
の
蘭
争

常
磐
炭
旗
の
朝
鮮
人
鉱
夫
が
問
い
に
立
ち
上
っ
た
直
接
の
き

っ
か

け
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、　
一
〇
月
七
日

（
日
）
夜
に
帰
遠
日
時
が

判
一明
す
る
ま
で
就
労
し
な
い
旨
を
湯
本
頑
の
全
朝
鮮
人
鉱
夫
が
中
合

せ
、
翌
朝

一
番
方
よ
り
休
業
状
態
に
突
入
し
た
こ
と
が
、
以
後

一
一

輌
申
勅
射
鞠
帥
中
購
韓
煉
嚇
い
つ た
輔
響
蝦
帥
冶
部
中
暇
賄
姫
手
一中
の

―- 80 -―
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表27 朝 鮮人鉱夫の怠業 1945年 10月22日現「在

帰 遠 希 望 数

炭ぶ＼、＼ 労 働 者 1 家  族 1  計

655

128

0

65

83

31

|

卜1怠

業開始史
苑

（第
四
七
巻
第
二
号
）

10 7

10 15

8 15

8 16

8 16

9 27

10 19

1 0  6

8 16

8 16

8 10

820

9 20 575
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東部支部計 十 1 4∝
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2,570

734

320

172

1,915

606

320

107

５７

‐７４

一
・５５

７７

・４９

５９

数

・３

一
３５５

２２

分
け
て
考
え
て
み
た
い
。

１
期

（
一
〇
月
七
日
と

一
〇
月

一
八
日
）

湯
本
碩
で
の
自
然
発
生
的
な
入
坑
拒
否
に
始
ま
り
、
朝

連

（在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
）
福
島
県
本
部
主
催
に
よ
る
会

社
自
治
会
館
で
の
集
会
開
催
ま
で
の
期
間
。

「
明
確
な
帰

還
日
時
の
提
示
」
を
求
め
る
朝
鮮
人
側
に
即
答
で
き
な
い

会
社
側
は
、
朝
鮮
人
側
代
表
三
名
と
労
務
係
長
の
木
山
茂

彦
を
関
係
宮
庁
陳
情
の
た
め
に
上
京
さ
せ
た
。
彼
ら
は

一

①
月

一
六
日
に
結
成
直
後
の
朝
連
中
央
も
訪
問
し
た
が
、

こ
れ
が
直
接
の
き

っ
か
け
で
日
本
共
産
党
と
朝
連
中
央
が

常
磐
炭
国
の
朝
鮮
人
の
問
い
を
指
導
す
る
こ
と
に
な

っ
た

（２０
）

と

い
わ
れ
る
。

こ
の
間
、
朝
連
福
島
県
本
部
が
結
成
さ
れ
て
公

一
一日
）

朝
鮮
人
の
問
い
は
盛
り
上
り
、
磐
崎
蹟
公

〓
一日
）
、
鹿
島

張
公

四
日
）
、
内
郷
碩

（
一
六
日
）
が
続
々
に
休
業
状
態

に
入
っ
た
。
ま
た

一
七
日

の
集
会
後
、
「朝
鮮
独
立
」
を

叫
ん
で
デ
モ
行
進
も
あ
っ
た
。
こ
の
段
階
ま
で
の
朝
鮮
人

の
問
い
は

一
部
に
日
本
人
労
務
職
員
や
朝
鮮
人
通
訳
に
対

す
る
暴
行
は
あ
っ
た
も
の
の
、
比
較
的
穏
健
で
帰
還
を
急

ぐ
示
威
運
動
の
域
を
越
え
な
か
っ
た
と
い
え
る
。　
一
方
、

個
別
資
本
は
問
い
が
日
本
人
鉱
夫
に
波
及
す
る
の
を
恐
れ

70名就業中

輸送決定送遠準備中

坑外 7名就業中

40名就業中

4名 就業中

・４

２〇

一

１５

７

・６

８

２５

６．

４

０

２０

３０

４

４８

一

２２０

２

磐

間

来

井

田

田

一
郷

山

形
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戦
時
下
常
磐
炭
田
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
と
問
い

（長
澤
）

て
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
早
期
送
遠
を
模
索
し
て
い
た
ょ
う
で
あ
る
。

２
期

（
一
①
月

一
九
日
―
二

〇
月
二
七
日
）

金
斗
鋳
ら
の
来
出
に
始
ま
り
、
朝
連
福
島
県
本
部
に
よ
る

「声
明

書
」
提
出
ま
で
の
期
間
。　
一
九
日
に
来
出
し
た
朝
連
中
央
文
化
部
長

の
金
斗
錯
、
日
共
の
今
村
秀
推

（
小
菅
刑
務
所
出
所
直
後
）
ら
の
指

導
に
よ
っ
て
朝
鮮
人
の
闘
い
は

一
層
組
織
化
、　
左
傾
化

し
、
そ

の

指
導
力
は
常
磐
炭
国
の
全
朝
鮮
人
鉱
夫
に
及
び
つ
つ
あ

っ
た
。　
一
九

日
の
激
し
い
ア
ジ
演
説
に
続
き
、
二

一
日
に
は
会
社
の
物
資
配
給
所

の
調
査
と

「命
令
状
」
つ
」
れ
は

「要
求
条
件
」
の

タ
タ
キ
台
に
な

っ
た
も
の
で
、
朝
連
湯
本
分
会
の
名
で
会
社
側
に
通
告
さ
れ
た
）
提

出
、
さ
ら
に
二
三
日
の
朝
鮮
人
大
会

の
強
行

及

び

「要
求
条
件
」

（
回
答
期
限
は
二
四
日
）
提
出
に
よ
り
、
こ
こ
に
朝
鮮
人
の
問
い
は

頂
点
に
達
し
た
。
こ
の
間
、
会
社
の
荷
扱
所
が
次
々
に
調
査
さ
れ
、

ま
た
朝
鮮
人
の
暴
力
の
鏑
ク
は
日
本
人
労
務
職
員
の
外
に
巡
査

（特

高
内
鮮
係
）
に
も
及
ん
だ
。

介
入
し
．
韓
俸
忠
中
磯
叫
苺
却
領
新
（能
韓
藤
蒔
姉
岬
冷
翻
一
邦
拝
非

六
日
夜
、
福
島
軍
政
部
郡
山
分
遣
隊
の
ス
コ
ル
ス
キ
ー
中
尉
以
下
三

二
名
が
完
全
武
装
で
平
に
到
着
、
翌
二
七
日
に
は
福
島
か
ら
ヘ
ー
ス

中
佐
外

一
名
が
湯
本
に
到
着
し
、
直
ち
に
活
動
を
始
め
て
い
る
。
二

七
日
に
占
領
軍
が
内
郷
、
湯
本
両
腹
で
朝
鮮
人
鉱
夫
代
表
に
対
し
て

行
な
っ
た

一
連
の
説
明
の
内
容
は

一上
　
朝
連
の
言
葉
は
信
用
し
て
は
い
か
ぬ

（ｚ
　
流
血
の
事
態
を
起
こ
す
な

・３
　
今
後
、
倉
庫
調
査
を
し
た
時
は
、
軍
法
会
議
に
お
い
て
処
罰

す
る

４
　
会
社
に
要
求
し
て
も
出
来
る
こ
と
も
出
来
な
い
こ
と
も
ぁ
る

５
　
用
が
あ
れ
ば
、　
マ
ッ
カ
ー
餅
「
司
今
部
に
持
っ
て
来
る
こ
と

６
　
帰
還
す
る
ま
で
仕
事
を
せ
よ

と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
は
朝
連
、
日
共
の
指
導
と
朝
鮮
人
鉱
夫
を
切

り
離
し
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
闘
い
を
全
面
的
に
否
定
す
る
も
の
だ

っ
た
。

加
え
て
朝
鮮
人
は
二
五
―
二
六
日
に
衣
類
、
日
用
品
の
支
給
が
あ
り

（
こ
の
時
、
日
本
人
鉱
夫

へ
の
支
給
は
無
か
っ
た
）
、
か
つ
圧
倒
的
な

軍
事
力
を
誇
る
占
領
軍
の
命
令
と
あ

っ
て
、
不
満
な
が
ら
も
従
わ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
日

（
二
七
日
）
夕
方
、

朝
連
幹
部
が
平
警
察
署
に
召
喚
さ
れ
、
朝
連
福
島
県
本
鰤
れ
名
で
屈

扉
的
な
事
実
上
の
闘
争
終
了
宣
言
と
も
い
え
る

「声
明
書
」
を
提
出

さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

３
期

（
一
〇
月
二
八
日
―

一
一
月

一
七
日
）

会
社
側
の
回
答
書
提
出
か
ら
、
朝
鮮
人
鉱
夫
と
家
鋏
浴
帰
遠
す
る

た
め
離
出
す
る
ま
で
の
期
間
。
朝
鮮
人
側

「
要
求
条
件
」
に
対
す
る

会
社
側
回
答
書
は
二
八
日
午
後
五
時
に
平
警
察
署
で
、
副
所
長
の
大

―- 82 +~一- 83 -―

表28 離 山朝鮮人数 1945年11月17日現在

離 山 朝 鮮 人 数

叫 21 W 3 1 W 4 1叫 6 1 m侶 I W崎 1皿れ
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残留者数

15

8

3

20

０

〇

一

〇

〇

〇

４

１

２〇

一

３６

劇

判

‐

６０
‐

「
翻

５７
‐

鍋

‐
‐「

鍋
‐

３０‐
‐
‐
‐
判
「
‐
鍋
‐
‐判
１

３０‐

「
‐

‐・
〔ｚ

「引

＝

越
新
、
副
事
務
長
兼
労
務
課
長
の
中
村
豊
か
ら
朝
連
幹
部
に

手
渡
さ
れ
た
。
こ
の
日
、
昼
、　
ヘ
ー
ス
中
佐
ら
は
清
宮

一
郎
、

会
社
幹
部

（所
長
の
大
貫

経
次
、
大
越

新
）
、
通
訳

（鈴
木

伝
明
＝
朝
鮮
人
二
世
）
ら
と
回
答
書
の
内
容
に
つ
い
て
打
合

せ
し
て
お
り
、
従

っ
て
こ
の
回
答
書
は
占
領
軍
に
支
持
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
内
容
は
朝
鮮
人
側
の
要
求
を
ほ
と
ん
ど
拒
否

し
た
強
硬
な
も
の
だ

っ
た
。

さ
ら
に
占
領
軍
は
間
い
の
息
の
根
を
止
め
る
べ
く
、
翌
二

九
日
、
金
、
今
村
を
同
夜
開
催
予
定
の
集
会
の
件
で
平
警
察

鵡ヤ憾融動搾味”韓尊球差中嚇車婿時嚇嘩却和購蜘

い
や
り
と
り
が
あ

っ
た
。
結
局
、
そ
の
夜
の
集
会
は

１
　
ア
メ
リ
ヵ
軍
が
立
会
う

２
　
統
制
を
乱
す
よ
う
な
こ
と
（労
働
縮
銘
ア
ジ
る
こ
と
）

の
演
説
を
し
た
ら
、
直
ち
に
捕
縛
す
る

と
の
条
件
で
許
可
さ
れ
た
。
次
い
で
占
領
軍
側
か
ら
前
日
手

交
さ
れ
た
会
社
側
回
答
書
を
受
理
す
る
や
否
や
質
問
が
あ
り
、

金
、
今
村
は

１
　
我

々
か
ら
出
て
い
る
案
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い

２
　
本
筋
の
金
銭
の
問
題
。
朝
鮮
人
鉱
夫
は
毎
月
二
〇
円

の
預
金
、
送
金
が
あ
る
の
箕
い
現
在
は
金
は
持

っ
て
お

ら
ず
、
非
常
に
困

っ
て
い
る

339

55

12

69

13

11

2,291
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磐
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来

井
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史
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戦
時
下
常
磐
炭
国
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
と
問
い

（長
澤
）

と
抗
議
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、　
ヘ
ー
ス
中
佐
は

１
　
日
本
の
法
律
の
要
求
よ
り
多
い

２
　
日
本
の
法
律
は
連
合
軍
が
必
要
と
認
め
た
法
律
な
の
で
、
そ

れ
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

３
　
朝
鮮
人
鉱
夫
を
働
か
さ
な
け
れ
ば
、
二
人
を
責
任
者
と
し
て

（
３０
）

縮
縛
す
る

と
威
か
く
し
た
挙
句
、
二
人
を

「
ト
ラ
ブ
ル
メ
ｌ
ヵ
ｌ
な
り
。
支
那

（
３‐
）

人
以
下
な
り
」
と
こ
き
下
ろ
し
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
夜

（
二
九
日
）
の
集
会
は
金
斗
鉛
、
今
村
秀
雄
の
演
説
が
天

皇
制
廃
止
に
及
ん
だ
た
め
、
列
席
し
た
シ
ン
パ
ー
ガ
ー
中
佐
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
中
止
命
令
を
受
け
、
聴
衆
は
解
散
さ
せ
ら
れ
た
。
以
後
、
こ

の
種
の
集
会
が
開
か
れ
る
こ
と
は
無
く
、
常
磐
炭
張
の
朝
鮮
人
の
関

い
は
次
第
に
低
調
に
な
り
、　
一
一
月

一
七
日
ま
で
に
朝
鮮
半
島
に
帰

還
す
る
た
め
離
山
し
て
い
っ
た
（表
２８
）
ｏ
な
お
こ
の
間
、　
一
一
月
八

日
に
朝
連
福
島
県
本
部
委
員
長
の
金
鐘
生
が
占
領
軍
指
令
違
反
で
連

合
軍
将
校
に
検
束
さ
れ
て
い
る
。

倒
　
そ
の
他
の
炭
鉱
で
の
闘
争

結
成
間
も
な
い
朝
連
中
央
及
び
福
島
県
本
部
は
、
常
磐
炭
旗
の
闘

い
を
組
織
し
な
が
ら
、
同
時
に
他
の
炭
鉱
で
も
朝
鮮
人
の
闘
い
を
組

織
し
指
導
し
た
。
中
で
も
日
曹
赤
井
炭
張
で
の
指
導
は
比
較
的
順
調

に
進
み
、
会
社
側
に
要
求
書
を
提
出
し
て
回
答
書
を
引
き
出
し
て
い

統
申
し
か
し
、
古
河
好
間
や
東
邦
櫛
形
な
ど
の
炭
鉱
で
は
朝
鮮
人
の

問
い
を
十
分
に
組
織
で
き
な
い
う
ち
に
、
朝
鮮
人
鉱
夫
が
離
山
し
て

い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
炭
鉱
で
は
常
磐
炭
蹟
の
闘
い
が
占
領
軍
の
実
力

に
弾
圧
さ
れ
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
、
加
え
て

一
〇
月
末
頃
か
ら

衣
類
、
食
糧
、
日
用
品
等
が
特
別
配
給
さ
れ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
朝

鮮
人
の
問
い
は
低
調
だ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

以
下
、
各
炭
鉱
ご
と
に
こ
の
間
の
朝
鮮
人
の
問
い
を
見
て
行
き
た

（
螺
じ

Ａ
　
古
河
好
間
炭
張

古
河
好
間
の
朝
鮮
人
鉱
夫
八
Ｏ
①
名
は
常
磐
湯
本
腹
の
朝
鮮
人
達

の
問
い
の
影
響
を
受
け
て
、　
一
〇
月

一
三
日
か
ら
罷
業
を
開
始
し
た
。

し
か
し
、
炭
田
第
二
の
生
産
高
を
有
す
る
本
炭
鉱
へ
の
波
及
を
恐
れ

た
石
炭
独
占
資
本
及
び
占
領
軍
側
の
強
い
警
戒
に
会
い
、
加
え
て

一

〇
月
二
五
日
に
は
い
ち
早
く
朝
鮮
人
鉱
夫
に
対
し
特
別
配
給

（米

一

人
四
合
五
勺
配
給
、
酒
九
樽
支
給
、
作
業
衣

・
地
下
足
袋
等
の
日
用

品
を
有
料
配
給
）
が
実
施
さ
れ
た
た
め
朝
連
側
の
指
導
は
不
調
に
終

り
、
会
社
側
へ
の
要
求
書
は
つ
い
に
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

Ｂ
　
大
日
本
勿
来
炭
阪

大
日
本
勿
来
の
朝
鮮
人
鉱
夫
は

一
①
月
二
七
日
に
常
磐
炭
碩
と
ほ

―- 84 -―
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ぼ
同
様
の
要
求
書
を
提
出
し
海
〕
翌
二
八
日
に
朝
連
が

「朝
鮮
人
側

は
入
坑
し
な
い
こ
と
に
し
て
も
ら
う
。
要
求
書
は
微
温
的
な
ら
ダ
メ

だ
」
と
会
社
側
に
申
し
入
れ
た
が
、
要
求
書
の
訂
正
は
し
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。　
一
〇
月
三
①
日
現
在
、　
一
部
の
朝
鮮
人

（
坑
内
夫
二

〇
名
、
坑
外
夫
四
〇
名
）
が
就
労
し
た
外
は
、
多
く
の
朝
鮮
人
は
罷

業
を
続
け
た
。　
一
①
月
末
か

一
一
月
初
め
頃
に
地
下
足
袋
、
作
業
衣

の
配
給
が
行
な
わ
れ
た
模
様
で
、
結
局
、
要
求
書
に
対
す
る
会
社
側

の
回
答
書
は
引
き
出
せ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

Ｃ
　
東
邦
櫛
形
炭
張

東
邦
櫛
形
の
朝
鮮
人
鉱
夫
は
九
月
初
め
か
ら
休
業
し
て
い
た
も
の

の
、
日
本
人
労
務
職
員
に
対
す
る
暴
行
や
倉
庫
調
査
も
な
く
、
会
社

側

へ
の
要
求
書
も
提
出
し
な
か
っ
た
。
食
糧
配
給
量
は

一
日
二
合
八

勺
で
外
に
い
く
ら
か
特
配
が
あ

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
三
合
二
、
三
勺

で
あ

っ
た
。
本
炭
鉱
に
朝
違
が
オ
ル
グ
活
動
に
来
山
し
た
形
跡
は
確

認
で
き
な
い
。

Ｄ
　
日
曹
赤
井
炭
旗

常
磐
炭
腹
の
問
い
の
影
響
を
最
も
強
く
受
け
た
日
曹
赤
井
の
朝
鮮

人
鉱
夫
は
、　
一
〇
月
二
二
月
に

「
一
日
五
合
の
主
食
を
要
求
し
て
実

的
聴
鰺
券
勲
勒
葬
殺
難
鵡
義
狩
非
能
に
囀
弾
嚇
帥
鰤
端
郭
一
却
脚
中

史
苑

（第
四
七
巻
第
二
号
）

は
李
外
四
、
五
名
の
朝
鮮
人
が

「退
職
手
当
と
不
払
い
金
を
な
る
べ

く
支
給
す
る
よ
う
」
会
社
側
に
申
し
出
て
い
る
。

要
求
書
に
対
す
る
会
社
側
の
回
答
書
は
二
九
日
付
で
朝
連
福
島
県

本
部
宛
に
提
出
さ
れ
た
が
、
前
日
の
常
磐
炭
張
の
場
合
同
様
、
朝
鮮

（３６
）

人
側
の
要
求
は
ほ
と
ん
ど
拒
否
さ
れ
た
。

Ｅ
　
上
山
田
炭
腹

上
山
田
の
朝
鮮
人
鉱
夫
は

一
①
月
二
六
日
夕
、
池
口
所
長
に

一
①

（
３７
》

月
三

一
日
を
回
答
期
日
と
し
た
要
求
書
を
提
出
し
た
。
二
八
日
に
朝

遠
側
が
ト
ラ
ッ
ク
で
炭
鉱
に
行
き
、
要
求
書
の
件
で
交
渉
し
た
が
、

会
社
側
は

「
要
求
は
全
面
的
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
よ
り
回
答
が
あ
る
は

ず
」
と
し
て
即
答
を
避
け
た
。
三

一
日
に
会
社
側
か
ら
回
答
書
を
引

き
出
せ
た
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
。

Ｆ
　
関
本
炭
顔

関
本
の
朝
鮮
人
鉱
夫
の
稼
働
率
は
九
月
は
わ
ず
か
二
二
パ
ー
セ
ン

ト
で
、　
一
〇
月
三
日
以
降
は
就
労
し
な
か
っ
た
。
当
初
は
朝
鮮
人
個

々
人
が
要
求
を
日
本
人
係
員
に
訴
え
る
程
度
だ

っ
た
が
、　
天
∪
月
二

（
３８
）

五
日
に
よ
う
や
く
会
社
側
に
正
式
に
要
求
書
を
提
出
で
き
た
。
そ
の

一後
の
経
過
は
不
明
で
あ
る
が
、　
一
〇
月
末
か

一
一
月
初
め
頃
に
作
業

衣
、
地
下
足
袋
等
の
配
給
が
あ

っ
た
模
様
で
あ
る
。



戦
時
下
常
磐
炭
田
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
と
問
い

（長
澤
）

Ｇ
　
山

一
炭
張

が
制
柴
態
的
と 一
晦
朗
に
市
卵
郭
諦
兼
悲
静
晦
ゆ
埠
鵡
菊
卿
端
み
劫
様

日
午
後
四
時
ま
で
と
し
た
が
、
二
七
日
、
会
社
側
は

「本
社
東
京
に

あ
り
、
関
係
官
庁
と
相
談
の
上
、
何
分
の
解
答
を
為
す
」
と
し
て
回

答
を
避
け
て
い
る
。
そ
の
後
の
経
過
は
不
明
で
あ
る
が
、　
一
〇
月
末

か

一
一
月
初
め
頃
に
作
業
衣
、
地
下
足
袋
等
の
配
給
が
あ

っ
た
模
様

で
あ
る
。

Ｈ
　
そ
の
他
の
炭
鉱

そ
の
他
、
小
田
、
中
郷
、
神
山
、
山
口
の
四
炭
鉱
に
お
け
る
朝
鮮

人
の
闘
い
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。

日
　
帰
還
蘭
争

朝
鮮

へ
の
帰
郷
は
再
契
約
や
徴
用
を
さ
れ
、
飢
餓
と
重
労
働
に
苦

し
ん
で
い
る
常
磐
炭
国
の
朝
鮮
人
鉱
夫
と
家
族
に
と

っ
て
、
今
や
大

き
な
希
望
で
あ

っ
た
。
八

・
一
五
解
放
直
後
、
い
ち
早
く
退
職
、
帰

郷
す
る
朝
鮮
人
も
多
少
見
ら
れ
た
満
）
し
か
し
常
磐
炭
回
の
朝
鮮
人

鉱
夫
と
家
族
が
帰
郷
す
る
た
め
離
山
で
き
た
の
は
、　
一
〇
月
七
日
以

降
炭
田
で
展
開
さ
れ
た
朝
鮮
人
の
闘
い
の
結
果
で
あ

っ
た
。

常
磐
炭
国
で
の
朝
鮮
人
の
闘
い
が
高
揚
す
る
や
、
占
領
軍
第
八
軍

経
済
部
長
バ
ラ
ー
ド
大
佐
は
、
配
下
の
ジ

ェ
ー
ム
ズ
中
尉
、
ド
ー
ブ

少
佐
ら
を
秘
か
に
炭
国
に
派
遣
し
、
情
報
の
収
集
と
分
析
に
当
た
ら

伸一ぱ難ル端頓郭胡森効中季司ェ御官ム療殻舗穀洋沌脚荘華陣

に
朝
鮮
人
鉱
夫
の
就
労
を
断
念
し
急
速
な
送
還
を
決
意
さ
せ
る
こ
と

に
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
朝
鮮
人
送
遠
の
た
め
の
集
団

輸
送
計
画
が
占
領
軍
の
指
示
下
に
、
石
炭
統
制
会
東
部
支
部
を
中
心

に
調
整
さ
れ
、
実
際
の
朝
鮮
人
の
離
山
は

一
一
月
二
日
に
始
ま
り
、

一
部
の
残
留
親
が
除
い
て

一
七
日
に

一
応
終
了
し
て
い
る

（表
２８
）
ｏ

こ
の
間
、　
一
一
月
八
日
に
仙
台
第

一
四
軍
団
司
令
部
で
の
日
米
会
談
、

翌
九
日
に
は
平
で
の
日
米
会
談
で
、
占
領
軍
将
校
と
日
本
政
府
代
表

（
４３
）

の
間
で
朝
鮮
人
の
急
速
送
遠
の
遂
行
が
再
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
常
磐
炭
田
の
朝
鮮
人
の
送
還
が
急
速
に
着
手
さ
れ
た

背
景
に
は
、　
一
層
の
深
刻
化
が
予
想
さ
れ
た
当
時
の
日
本
国
内
の
食

糧
事
情
、
朝
鮮
人
に
代
る
日
本
人
新
規
労
働
力
確
保
の
見
通
し
等
の

理
由
以
上
に
、
朝
鮮
人
の
問
い
が
日
本
人
労
働
者
階
級
を
政
治
的
に

覚
醒
さ
せ
、
日
朝
人
民
大
衆
間
に
共
同
闘
争
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と

を
占
領
軍
、
日
帝
の
双
方
が
極
度
に
恐
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

実
際
、
彼
ら
は
明
確
な
輸
送
見
通
し
も
無
い
ま
ま
に
、
朝
鮮
人
を
常

磐
炭
日
か
ら
引
離
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
問
争
の

発
展
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
三
Ｏ
①
①
名
以

上
の
朝
鮮
人
が
厳
冬
の
中
を
新
潟
市
内
の
収
容
所
で
、
帰
遠
船
を
待

つ
こ
と
に
な

っ
た
。
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以
上
の
よ
う
に
常
磐
炭
国
の
朝
鮮
人
の
帰
遠
問
争
は
、
朝
鮮
人
側

の
希
望
と
占
領
軍
、
日
帝
側
の
政
治
的
思
惑
が
偶
然

一
致
す
る
形
で

お
お
む
ね
成
功
一桑
に
進
め
ら
れ
た
が
、　
一
方
で
は
い
く
つ
か
の
深
刻

な
問
題
も
生
じ
て
い
た
。

Ａ
　
離
散
家
族
の
発
生

一
九
四
四
年
九
月
に
南
樺
太
の
四
炭
鉱
か
ら
三
四
三
名
の
朝
鮮
人

鉱
夫
が
常
磐
炭
田
に
再
連
行
さ
れ
た
が
、
彼
ら
の
家
族
の
大
部
分
が

高
樺
太
に
残
留
し
た
ま
ま
敗
戦
を
迎
え
た
。
こ
れ
ら
家
族
は
日
本
や

韓
国
に
引
揚
げ
る
機
会
を
与
え
ら
れ
な
い
ま
ま
ソ
連
領
内
で
居
任
し

続
け
て
お
り
、
常
磐
炭
田
に
再
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
人
と
は
今
日
も
な

お
再
会
で
き
な
い
悲
劇
的
状
況
が
八

・
一
五
解
放
以
後
、
作
り
出
さ

（
４４
）

れ
た
。Ｂ

　
帰
遠
の
遅
延

輸
送
見
通
し
が
無
い
ま
ま
常
磐
炭
田
の
朝
鮮
人
鉱
夫
と
家
族
は
、

特
別
編
成
の
列
車
で
日
本
海
側
の
諸
港
に
輸
送
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち

一
一
月

一
六
、　
一
七
両
日
に
新
潟
沐
に
向
か
っ
た
三
〇
Ｏ
①
名
を
超

す
朝
鮮
人
は

「船
舶
の
都
合
が
つ
か
ず
」
新
潟
市
内
四
か
所
の
粗
末

（
４５
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
拓
）

な
宿
舎
で
待
機
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
約
一
か
月
後
に
博
多
港
な
い
し

（
４７
）

佐
世
保
港
に
転
送
さ
れ
て
再
び

一
か
月
程
足
止
め
さ
れ
た
後
、
よ
う

や
く
朝
鮮
半
島
に
帰
遺
で
き
た
と
い
わ
れ
蕊
中
こ
の
間
、
待
機
が
長

史
苑

（第
四
七
巻
第
二
号
）

（
い増
）

び
い
た
た
め
に
帰
遠
を
断
念
す
る
者
も
現
わ
れ
た
ほ
ど
だ

っ
た
。

Ｃ
　
所
持
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（せ

帰
還
す
る
朝
鮮
人
の
所
持
金
は
各
自
の
郵
使
貯
金
等
の
払
戻
し
金

詫
針
坤
賄
暇
朝
簸
抑
帥
堆
鉢
和
晦
唯
鮪
購
詢
義
平
雌
昨
昨
坤
鍮
劫
串

の
合
計
額
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
額
は
多
く
な
く

「
一
般

二
稼

働
年
限

二
比
シ
極
メ
テ
少
額
ノ
貯
蓄
フ
所
持

ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
調
査

対
象
二
十
人
ノ
内
壱
千
円
以
上
ヲ
所
持

ス
ル
ハ
僅

二
六
人

二
過
ギ
ザ

（
５４
）

ル
状
況
」
に
あ
り
、
「
千
円
や
そ
こ
い
ら
の
所
持
金
を
持

っ
て
帰

っ
た

（
一「∞
》

の
で
は
到
底

一
、
ニ
ケ
月
も
暮
せ
な
い
で
直
ち
に
生
活
に
困
窮
」
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。

四
　
問
い
の
総
括

八

・
一
五
解
放
直
後
の
朝
鮮
人
の
闘
い
は
、
福
島
県
内
の
日
朝
労

働
者
階
級
、
人
民
大
衆
の
政
治
的
目
覚
を
高
め
、
闘
争
を
促
進
さ
せ

る
の
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
朝
鮮
人
の
問
い
は
朝
連
下
部
機
構
の
組

織
化
や
日
本
人
の
労
働
運
動
、
労
働
組
合
結
成
に
良
い
条
件
を
作
り

一出
し
た
ば
か
り
か
、
そ
の
後
、
「
平
事
件
」
（
一
九
四
九
年
六
月
）
に

一発
展
し
て
行
っ
た
こ
の
地
域
に
お
け
る
日
朝
労
働
者
階
級
間
の
連
帯

の
前
芽
が
こ
の
時
育
ま
れ
た
と
い
え
よ
う
。



戦
時
下
常
磐
炭
国
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
と
闘
い

（長
澤
）

Ａ
　
福
島
県
内
朝
鮮
人

へ
の
影
響

日
帝
や
独
占
資
本
の
厳
戒
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
常
磐
炭
国
の
朝
鮮

人
の
問
い
は
福
島
県
内
で
働
く
多
く
の
朝
鮮
人
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。
た
と
え
ば
遠
く
離
れ
た
会
津
地
方
の
日
本
曹
達
隅
会
津
工
場

（
耶
麻
郡
磐
悌
町
）
の
被
徴
用
朝
鮮
人
工
員

一
四
二
名
が

一
一
月
六

国
に
朝
連
会
津
支
部

（
一
一
月
二
日
結
成
）
の
指
導
下
、
常
磐

（
炭
顕

欄
同
様
の
要
求
書
を
会
社
側
に
提
出
し
要
求
を
勝
ち
取

っ
て
い
る
。

ま
た
日
本
鉱
業
隅
高
玉
鉱
山

（安
達
郡
熱
海
町
）
の
帰
還
日
時
を
め

ぐ
る
暴
力
事
件

（
一
〇
月
二
九
日
）
も
常
磐
炭
国
の
闘
い
の
影
響
と

も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
常
磐
炭
国
の
朝
鮮
人
の
問
い
は
、
福
島
県
内
在
住
朝
鮮
人
の

組
織
化
を
促
し
た
。
朝
連
福
島
県
本
部
が

一
〇
月

一
二
日
に
平
警
察

署
で
結
成
さ
れ
た
後
、　
一
一
月
五
日
ま
で
に
磐
城
、
郡
出
、
髄
鴻
、

会
津
、
自
河
、
中
村
の
六
支
郡
が
相
次
い
で
結
成
さ
れ
て
い
る
。
朝

連
福
島
県
本
部
が
朝
連
中
央
と
と
も
に
常
磐
炭
国
の
間
い
を
指
導
す

る
か
た
わ
ら
、
短
日
時
に
県
内
朝
鮮
人
の
組
織
化
に
成
功
し
た
が
、

こ
れ
に
も
常
磐
炭
国
の
朝
鮮
人
の
聞
い
の
影
響
が
あ

っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

Ｂ
　
労
組
結
成
の
促
進

常
磐
炭
回
の
朝
鮮
人
の
間
い
は
日
本
人
鉱
夫
の
政
治
的
自
覚
を
大

い
に
高
め
、
労
働
運
動
の
発
展
と
労
働
組
合
の
結
成
を
促
進
さ
せ
る

大
き
な
要
因
に
な

っ
た
。
常
磐
炭
田
で
最
も
早
く
労
働
組
合
結
成
に

成
功
し
た
日
曹
福
島
炭
旗

（常
磐
鉱
山
労
働
組
合
赤
井
第

一
支
部
。

一
九
四
五
年

一
一
月
二
四
日
結
成
）
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
八

・
一
五

解
放
直
後
の
日
曹
赤
井
炭
蹟

（
日
曹
福
島
と
同
資
本
。
と
も
に
石
城

郡
赤
井
村
）
の
朝
鮮
人
の
闘
い
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に

関
し
て朝
鮮
人
の
紛
争
を
会
社
が
慰
撫
す
る
為
物
品
を
バ
ラ
ま
く
に
至

り
、
こ
れ
を
見
て
い
た
日
本
人
労
働
者
が

「朝
鮮
人
に
配
給
し
て

い
る
物
を
我
々
に
も
…
…
」
と
い
う
単
純
な
動
機
が
組
合
結
成
を

促
進
し
た
と
い
う
事
例
が
特
錐
沖
小
関
係
労
組
結
成
の
事
情
に
散

見
す
る
こ
と
は
見
逃
し
得
な
い

と
の
見
方
も
あ
る
が
、
結
果
的
に
は
朝
鮮
人
の
問
い
が
常
磐
炭
碩
と

並
ん
で
最
も
激
し
か
っ
た
日
曹
鉱
業
系
の
炭
鉱
で
労
組
結
成
が
急
速

に
進
ん
だ
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

さ
ら
に
敗
戦
後
、
最
も
早
い
時
期
の
各
労
働
組
合

（労
組
未
結
成

も
含
む
）
の
要
求
事
項
に
は
、
い
ず
れ
も
物
資
配
給
の
公
正
、
食
糧

係
の
更
送
、
賃
金
引
上
げ
等
を
掲
げ
て
お
り
、
先
の
朝
鮮
人
に
よ
る

要
求
書
の
内
容
と
共
通
点
が
み
ら
れ
る

（表
２９
）
ｏ
　
ま
た
要
求
書
を

鉱
夫
代
表
が
会
社
側
に
提
出
し
て
回
答
期
限
を
設
定
す
る
方
法
も
、

朝
鮮
人
の
場
合
と
類
似
し
て
い
る
。
加
え
て
、　
一
九
四
六
年
四
寂
欺

月
の
高
萩
炭
張

ス
ト
ラ
イ
キ
の
発
端
と
な

っ
た
「倉
庫
の
調
査
点
検
」

は
八

・
一
五
解
放
直
後
の
常
磐
炭
旗
で
の
朝
鮮
人
の
方
法
と
酷
似
し
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要 求 項 目 会社側回答
ス トライキ

開始 1終 了
史
苑

（第
四
七
巻
第
二
号
）

A 会 社幹部の解雇
B 日 用品配給方法の改
善, 他 7 項目

A 良 好な労
働者の復職
は認める
B 承 認

A 不 承認

B.承 認

A.承 認

B 不 承認
(折衝中)

C.承 認

D 承 認

労

赤

部

山

一〕
支

鉱

合

２

磐

組

第

常

働

井

日曹赤井

を
　
に
　
改
　
よ

金
　
倍
　
の
　
め

賃
　
３
　
法
　
認

離
げ
乾
　
鱗
　
陸

の
上
給
　
配
　
人

夫
引
の
　
日印
　
の

炭
に
員
げ
用
　
百貝

採
円
職
上
日
　
職

２０
　
引

圭
Ｆ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

矢郷炭張労

働組合

て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

Ｃ
　
日
朝
労
働
者
階
，級
間

の
連
帯
の
前
芽

問
い
を
指
導
し
た
金
斗
鉛
自

身
が

「
そ
の
闘
争
に
よ
っ
て
獲

得
し
た
食
糧
の
増
配
の

一
部
分

を
日
本
人
労
働
者
に
分
け
与

ヘ

た
こ
と
が
、
日
本
人
労
働
者
に

よ
っ
て
朝
鮮
人
労
働
者
に
対
し

て
非
常
な
好
感
を
抱
か
せ
、
ま

た
非
常
な
好
評
を
博
し
た
事
実

が
あ
補
〕
と
指

摘

し
、
ま

た

ズ
常
磐
で
は
衣
料

・
食
糧
な
ど

の
物
資
の
―
―
引
用
者
）
そ
の

半
分
を
配
給
せ
し
め
、
残
り
半

分
は
日
本
人
労
働
者
に
即
日
配

給
す
る
こ
と
を
約
束
さ
せ
た
。

好
間
で
も
、
差
押
え
た
購
買
会

物
資
の
半
分
を
同
様
欲
納
本
人

労
働
者
に
渡
し
て
い
る
」
と
あ

る
よ
う
に
、
ま
ず
朝
鮮
人
の
側

表29 敗 戦直後の日本人鉱夫によるストライキ 1946年 1月 11日現在

出所 :前表に同じ。

常磐鉱山労

働組合 ・赤

井第 1支部

A  早 ■力 A日 建 P_5喜 Fall生‖

B.労 組による食糧 ・配
給物資の管理
C 消 費共同組合の早期
結成,他 18項目

A 承 認

B 不 承認

C 承 認

~ IC'養
檀係の更迭

(折衝中)
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戦
時
下
常
磐
炭
田
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
と
闘
い

（長
澤
）

か
ら
連
帯
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
日
本
人
鉱
夫
の

一
部
は

一
〇
月
二
九
日
の
湯
本
座

で
の
演
説
会
に
朝
鮮
人
と
と
も
に
参
加
し
た
煽
〕
朝
鮮
人
運
動
者
に

宿
舎
を
提
供
す
る
者
ま
で
現
わ
れ
て
い
続
ゃ
二
九
日
の
演
説
会
が
占

領
軍
に
弾
圧
、
中
止
さ
れ
な
け
れ
ば
、
日
朝
労
働
者
階
級
間
の
連
帯

が
民
族
排
外
主
義
を
乗
り
越
え
て
、
具
体
的
な
共
同
闘
争
に
発
展
し

て
行
く
可
能
性
も
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

Ｄ
　
問
い
に
お
け
る
問
題
点

こ
の
よ
う
に
八

・
一
五
解
放
直
後
の
朝
鮮
人
の
闘
い
は
、
日
朝
人

民
大
衆
間
に
連
帯
を
実
現
す
る
た
め
の
有
利
な
条
件
を
作
り
出
し
た

が
、
し
か
し

一
方
で
は
闘
争
を
通
じ
て
戦
略
上
、
戦
術
上
い
く
つ
か

の
問
題
点
も
生
み
出
さ
れ
、
闘
い
の
発
展
を
阻
止
す
る
要
因
に
な

っ

た
。第

一
に
、
朝
鮮
人
鉱
夫
が
一朝
鮮
半
島

へ
の
帰
遺
を
急
ぐ
余
り
、
日

帝
や
石
炭
独
占
資
本
と
の
問
い
が
徹
底
で
き
ず
、
ま
た
朝
鮮
人
の
闘

い
の
輪
が
全
国
的
広
が
り
Ｌ
発
展
す
る
時
間
的
条
件
を
失
う
結
果
に

な

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
全
国
の
炭
鉱
地
域
を
見
た
場
合
、
中

国
人
鉱
夫
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
と
は
い
え
朝
鮮

へ
の
帰
還
が
最
後

に
な

っ
た
北
海
道
の
炭
鉱
で
朝
鮮
人
の
問
い
が
最
も
激
し
く
展
開
さ

れ
、
帰
還
が
早
か
っ
た
九
州
、
山
口
で
の
闘
い
が
低
調
だ

っ
た
と
い

う
事
実
が
指
摘
で
き
よ
う
。

常
磐
炭
田
の
朝
鮮
人
の
急
速
な
離
山
は
福
島
県
内
の
朝
鮮
人
や
九

州
、
北
海
道
、
そ
の
他
全
国
各
地
に
動
員
さ
れ
て
い
た
朝
鮮
人
労
働

者
と
の
統

一
、
団
結
を
困
難
に
し
、
要
求
書
が
日
帝

へ
の
統

一
し
た

民
族
的
要
求
に
ま
で
発
展
で
き
ず
に
、
単
に
石
炭
個
別
資
本
ご
と
ヘ

の
要
求
に
留
ま
り
、
部
分
的
成
果
を
獲
得
す
る
に
終
る
原
因
に
な

っ

た
。
先
の
帰
遺
朝
鮮
人
の
所
持
金
問
題
も
含
め
て
、
や
は
り

「
よ
し

ん
ば
帰
る
に
し
て
も
わ
れ
わ
れ
自
身
の
生
活
擁
護
の
た
め
に
有
利
な

条
緋
を
獲
得
し
て
か
ら
帰
る
や
う
に
、
積
極
的
に
闘
争
し
な
け
れ
ば

な
ら
」
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

ま
た
、
日
朝
人
民
大
衆
間
の
連
帯
は
発
展
の
可
能
性
を
残
し
た
ま

ま
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
こ
の
地
域
で
の
日
朝
人
民
大
衆
に
よ
る

共
同
闘
争
の
実
現
は

一
九
四
九
年
六
月
の

「
平
事
件
」
ま
で
待
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

第
二
に
、
日
本
共
産
党
の
階
級
闘
争
路
線
に
基
づ
い
た
金
斗
鈴
ら

闘
争
指
導
部
の
民
族
問
題
軽
視
が
闘
い
の
発
展
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

た
こ
と
で
あ
る
。
金
と
今
村
ら
は

「
い
く
ら
民
族
的
な
利
益
が
重
大

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
を
階
級
的
利
益
と
混
同
す
る
わ
け
に
は
ゆ

か
な
い
。
両
者
が
矛
盾
す
る
時
に
は
階
級
的
利
益
の
た
め
に
は
民
族

的
利
益
は
す
て
ね
ば
な
ら
な
幅
」
と
の
基
本
方
針
で
、
常
磐
炭
田
の

朝
鮮
人
の
闘
い
を
指
導
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
　
そ
の
結
果
、
「
天

皇
制
の
打
倒
」
（
日
本
共
産
党
行
動
綱
領
第

一
条
）
な
ど

当
時
一の

日

共
の
政
治
方
針
の

一
部
が
そ
の
ま
ま
常
磐
炭
田
の
朝
鮮
人
の
問
争
指
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導
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
従

っ
て
朝
鮮
人
鉱
夫
の
闘
い
を
「
日
本
革
命
」

の
起
爆
剤
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
見
ら
れ
て
も
、
そ
の

ぶ
ん
、
常
磐
炭
国
の
朝
鮮
人
達
が
当
面
す
る
民
族
的
利
益
を
優
先
的

に
獲
得
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
弱
く
な

っ
た
。
こ
の
急
進
的
な

「
天

皇
制
打
倒
」

ス
ｒ
ｌ
ガ
ン
は
、　
一
①
月
二
九
日
の
演
説
会
中
止
、
解

散
の
直
接
原
因
と
な

っ
た
り
、
民
族
排
外
主
義
を
煽
る
日
本
人
右
翼

勢
力
に
格
好
の
日
実
を
与
え
る
結
果
と
な
り
、
運
動
の
発
展
に
と

っ

て
甚
だ
不
利
に
作
用
し
た
だ
け
だ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

第
三
に
、
当
時
の
日
本
共
産
党
と
朝
連
が
占
領
軍
を
朝
鮮
民
族
に

と

っ
て
の
解
放
軍
と
見
な
し
て
こ
れ
に
過
大
な
期
待
と
幻
想
を
抱
い

て
い
た
た
め
、
金
斗
鋒
ら
闘
争
指
導
部
は
占
領
軍
の
弾
圧
に
対
す
る

防
備
、
警
茨
が
薄
く
、
そ
の
結
果
、
朝
鮮
人
の
問
い
の
発
展
に
損
害

を
与
え
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は

一
①
月
二
七
日
に
占
領
軍
福
島
軍

政
部
の
ヘ
ー
ス
中
佐
に
声
明
書
提
出
を
強
要
さ
れ
、
さ
ら
に
二
九
日

に
は
シ
ン
パ
ー
ガ
ー
中
佐
に
金
、
今
村
が
演
説
中
止
命
令
を
受
け
た
。

つ
い
に

一
一
月
八
日
に
朝
連
福
島
県
本
部
委
員
長
の
金
鐘
生
が
占
領

軍
将
校
に
検
束
さ
れ
た
後
も
、
金
斗
鋳
は
福
島
軍
政
部
に
よ
る
弾
圧

に
抗
議
し
な
が
ら
も

「駐
屯
軍
福
島
支
隊
の
労
働
組
合
運
動
に
対
す

る
処
置
が

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
最
高
司
令
部
の
方
針
に
忠
実
に
基
く
こ
と

（
６７
）

を
わ
れ
わ
れ
は
希
望
す
る
」
と
し
、
依
然
と
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
最

高
司
令
部
に
対
し
て
民
族
解
放
軍
と
し
て
の
役
割
を
期
待
し
、
大
き

な
幻
想
を
抱
い
て
い
た
こ
と
に
具
体
的
に
現
れ
て
い
よ
う
。

史
苑

（第
四
七
巻
第
二
号
》

註倒
　
国
民
労
務
手
帳
法

（
四

一
年
三
月
）
、
労
務

調
整
令

（
四

一
年

一
二

月
）
、
軍
需
会
社
徴
用
規
則

（
四
三
年

一
二
月
》
等
。

０
　
被
強
制
連
行
朝
鮮
人
の
逃
走
防
止
に
関
し
て
は
戦
時
中
し
ば
し
ば
当

局
側
が
会
議
を
開
催
し
て
お
り
、
「移
入
朝
鮮
人
労
務
者
逃
走
防
止
対

策
要
細
」
企

九
四
二
年
八
月
六
日
）
も
厚
生
、
内
務
、
商
工
次
官

か

ら
依
命
通
牒
さ
れ
て
い
る
。

０
　
一人
山
採
炭
隅
の
例

（拙
稿
「
日
帝
の
朝
鮮
人
炭
頑
夫
支
配
に
つ
い
て
」

参
照
）
。

問
　
常
磐
炭
国
で
は
大
手
資
本
で
さ
え

一
九
四
四
年
頃
ま
で
家
族
手
当
支

給
が
無
か
っ
た
。

倒
　
倒
に
同
じ
。

０
　
０
に
同
じ
。
な
お
雇
億
期
間
は
協
議
の
上
更
新
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た

（各
社

「就
業
案
内
し
。

例
　
全
国
炭
鉱
で
四
万

一
五

一
一
名
、
う
ち
東
部
支
部
管
内
は
九
炭
鉱
で

二
四
六
四
名
と
予
想
さ
れ
て
い
た

（
石
炭
統
制
会
労
務
部
文
書
）
。

９
　
「移
入
朝
鮮
人
労
務
者
契
約
期
間
延
長
指
導
要
綱
」
全

九
四
四
年
三

月
二
七
日
）
。

０
　
石
炭
統
制
会
東
都
支
部
文
書
に
よ
る
。

側
　
一
九
四
五
年
度
も

「期
間
満
了
移
入
朝
鮮
人
労
務
者
指
導
要
領
」
に

よ
っ
て
契
約
満
了
朝
鮮
人
は

一
年
間
の
期
間
延
長

（徴
用
変
更
）
を
強

要
さ
れ
た
。
た
だ
し
常
磐
炭
日
の
朝
鮮
人
鉱
夫
の

「帰
鮮
労
務
者
団
体

申
込
」
は
、　
一
九
四
五
年
五
月
頃
ま
で
依
然
継
続
さ
れ
て
い
た
。

０
　
磐
城
炭
碩
隅

「朝
鮮
人
労
務
者
身
分
表
」
。

０
　
磐
城
炭
帳
榊

「新
移
入
半
島
人
調
査
表
」
で
は
八
項
目
が
チ
ェ
ッ
ク

さ
れ
た
。



戦
時
下
常
磐
炭
日
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
と
問
い

（長
澤
）

的
　
内
訳
は
半
年
報

一
、
月
報

一
〇
、
不
定
期
報
二

（
石
炭
統
制
会
東
部

支
部

「
石
炭
鉱
業
労
務

二
関
ス
ル
提
出
書
類
」

一
九
四
二
年

一
一
月

一

日
現
在
）
。

仰
　
一削
出
、
木
山
茂
彦
。

的
　
坂
本
利
和
雄
。

的
　
一削
出
、
金
忠
鎮
。

仰
　
各
炭
鉱
と
も
日
本
人
寮
、
朝
鮮
人
寮
の
賄
料
は
同
額
で
あ

っ
た
。

い
　
た
だ
し
朝
鮮
人
寮
の
閉
鎖
性
が
日
本
人
鉱
夫
と
の
共
同
開
争
を
妨
げ

る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

０
　
常
磐
炭
張
で
の
問
い
が
九
月
七
日
に
始
ま
っ
た
と
の
記
述

（『
故
郷

は
る
か
に
』
、
『炭
労
十
年
史
』
炭
労
十
年
史
編
纂
委
員
会
　
一
九
六
三
。

い
ず
れ
も
秦
点
出
―
十

一
九
四
四
年

一
〇
月
に
常
磐
湯
本
張
に
動
員
さ

れ
た
―
―

の
証
言
に
基
づ
く
）
は
、
月
日
と
曜
日
が

一
致
せ
ず
誤
り
で

あ
る

（
一
九
四
五
年
九
月
七
日
は
金
曜
日
で
あ
る
）
。
　
ま
た

「湯
本
朝

鮮
人
会
」
「在
日
朝
鮮
人
会
」
の
存
在
も
確
認
で
き
な
い
。　
さ
ら
に
八

・
一
五
直
後
に
朝
鮮
人
鉱
夫
が
鹿
島
旗
収
容
の
連
合
軍
得
虜
鉱
夫

（
五

六
七
名
、
う
ち
将
校
九
名
―
―
四
五
年
六
月
三
〇
日
現
在
数
　
陸
軍
省

得
虜
管
理
部
文
書
》
か
ら
カ
イ
ロ
宣
言

や
朝
鮮
問
題

の
情
報
を
得
た

（秦
点
出
）
こ
と
は
、
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
っ
た

（前
出
、
木
山
茂
彦
）

と
い
う
見
方
も
あ
る
。

側
　
帰
還
日
時
が
明
確
に
な
る
ま
で
従
来
通
り
就
労
す
る
よ
う
朝
鮮
人
鉱

夫
に
説
得
を
金
斗
鋒
に
依
頼
し
た
積
り
だ
っ
た

（木
山
茂
彦
）
が
、
日

共
、
朝
連
側
は
こ
れ
を
オ
ル
グ
の
絶
好
の
機
会
と
判
断
し
た
よ
う
で
あ

と
つ
。

例
　
闘
争
の
一
連
の
経
過
は
、
拙
稿

「常
磐
炭
国
に
お
け
る
朝
鮮
人
労
働

者
の
問
争
」
、
同
「
八

・
一
五
直
後
の
朝
鮮
人
炭
張
夫
の
問
い
」
に
詳
し

側
　
占
領
軍
出
動
の
要
請
は
浜
崎
善
三
郎

（常
磐
炭
碩
僻
事
務
長
。　
一
〇

月
二
四
日
上
京
し
、
占
領
軍
の
援
助
を
要
請
し
た
よ
う
で
あ
る

「福
島

民
報
」
四
五
年

一
〇
月
二
六
日
付
）
に
よ
る
の
か
、
石
炭
統
制
会
東
部

支
部
長
の
清
官

一
郎
に
よ
る
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
し
湯
本
労

組
が
占
領
軍
に
出
動
要
請
し
た
事
実
は
無
く
、
前
出

『俺
ら
の
歩
み
』

の
記
述

（
一
〇
四
２

一
〇
八
頁
）
と
山
田
昭
次
の
批
判
は
誤
り
で
あ
る
。

即
ち
、
湯
木
旗
労
働
組
合

（組
合
長
、
武
藤
武
雄
）
の
結
成
は
翌
四
六

年

一
月

一
一
日
で
あ
る
。

『俺
ら
の
歩
み
』
で
は
朝
鮮
人
鉱
夫
に
よ
る

四
五
年

一
〇
月
の
問
い
と
四
六
年

一
月
二
八
日
の
問
い
を

一
部
混
同
し

て
お
り
、
誤
記
も
多
い
。
山
日
の
批
判
は

『福
島
県
労
働
運
動
史

・
戦

後
編
第

一
巻
』
執
筆
者
の
庄
司
吉
之
功
に
対
す
る
も
の
だ
が
令
湯
本
労

組
が
米
軍
の
出
動
ま
で
求
め
た
こ
と
に

一
言
も
ふ
れ
て
な
い
」
云
々
。

「
八

・
一
五
に
お
け
る
朝
鮮
人
と
日
本
人
Ｌ
季
刊
三
千
里
』
八
号
所
収

一
九
七
六
）
、
先
の
理
由
か
ら
こ
の
批
判
も
当
た
ら
な
い
。

の
　
石
炭
統
制
会
東
部
支
部
文
書
。

例
　
拙
稿

「
八

・
一
五
直
後
の
朝
鮮
人
炭
鉱
夫
の
問
い
」
参
照
。

四
　
一剛
註
に
同
じ
。

四

『
福
島
県
労
働
運
動
史

・
戦
後
編
第

一
巻
』
参
照
。

働
　
的
に
同
じ
。

四
　
的
に
同
じ
。

四
　
的
に
同
じ
。

側
　
の
に
同
じ
。

側
　
の
に
同
じ
。

働
　
会
社
例
に
要
求
書
を
提
出
し
た
の
は
こ
の
外
に
関
本
、
山

一
、
上
山

田
、
大
日
本
勿
来
で
常
磐
炭
田
で
合
わ
せ
て
六
炭
鉱
に
上
り
、
こ
の
う
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ち
回
答
書
を
引
き
出
せ
た
の
は
常
磐
と
日
膏
赤
井
が
確
認
さ
れ
る
。

的
　
以
下
、
石
炭
統
制
会
東
郡
支
部
文
書
に
よ
る
。

側
　
要
求
書
の
詳
細
な
内
容
は
不
明
。

働
　
単剛
註
に
同
じ
。

印
　
回
答
書
全
文
は
、
拙
稿
「
八

・
一
二
直
後
の
朝
鮮
人
炭
張
夫
の
間
い
」

一参
昭
偶

的
　
側
に
同
じ
。

側

的
に
同
じ
。

四

的
に
同
じ
。

的
　
テ」
う
し
た
朝
鮮
人
を

「
ヤ
ミ
輸
送
」
で
高
萩
駅
か
ら
博
多
、
下
関
ま

で
引
率
し
、
釜
山
港
に
帰
し
た
。
ま
た
山
田
県
内
の
小
さ
な
漁
港
か
ら

帰
し
た
こ
と
も
あ
り
、
朝
鮮
人
は
会
社
社
内
預
金
を
全
部
下
ろ
し
、
送

別
会
も
行
な
っ
た

（常
磐
中
郷
張
労
務
職
員
の
渡
辺
三
郎
に
よ
る
）
。

仰
　
こ
の
報
告
書
で
は
常
磐
炭
田
を
復
旧
さ
せ
る
た

め
に
、
「朝
鮮
人
の

急
速
帰
還
」
を
第

一
に
あ
げ
て
い
た

（外
務
省
編

『
初
期
対
日
占
領
政

策

・
朝
海
治

一
郎
報
告
書
』
上
　
四
〇
頁
　
一
九
七
八
）
。

０
　
こ
の
中
に
は

「同
僚
と
別
れ
て
別
便
で
の
出
発
を
希
望
」
す
る
常
磐

炭
張
長
倉
寮
の
朝
鮮
人
通
訳
の
三
上
輝
の

一
家
八
名
も
含
ま
れ
て
い
た
。

陶

　

『初
期
対
日
占
領
政
策

・
朝
海
浩

一
郎
報
告
書
』
上
　
四
五
２
四
六

頁
。
な
お

一
一
月
八
日
の
会
議
の
席
上
、
バ
ラ
ー
ド
大
佐
は
、
日
本
警

察
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
と
し
て
、
朝
鮮
人
、
共
産
主
義
者
ら
の

治
安
撹
乱
者
を
躊
磨
な
く
逮
捕
拘
束
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る

（同
、

四
六
頁
）
。
従

っ
て

一
一
月
八
日
の
金
鐘
生
の
検
束
は

こ
の
指
示
に
基

づ
く
と
思
わ
れ
る
。

倒
　
詳
細
は
、
拙
稿

「哉
時
下
南
樺
太
の
被
強
制
連
行
朝
鮮
人
炭
張
夫
に

つ
い
て
」
一参
昭
弔

史
苑

（第
四
七
巻
第
二
号
）

銅
　
少
な
く
と
も

一
二
月
四
日
頃
ま
で
は
市
内
の
海
員
養
成
所
、
事
二
管

理
事
務
所
そ
の
他
に
収
容
さ
れ

「
し
だ
い
に
寒
気
加
わ
り
郷
愁
と
孤
独

の
中
で
化
し
く
過
ご
し
て
い
た
」
こ
と
が
確
認
で
き
る

（
「新
潟
日
報
」

一
九
四
五
年

一
二
月
四
日
付
）
。

的
　
古
河
鉱
業
隅
好
間
鉱
業
所

「
営
業
決
算
書
」
。

働

　

『炭
労
十
年
史
』
六

一
頁
。

的
　
従

っ
て
朝
鮮
上
陸
は

一
九
四
六
年
に
入
っ
て
か
ら
と
推
定
さ
れ
る
。

一
方
、
新
潟
ま
で
引
率
し
た
会
社
労
務
職
員
は
全
員
が

一
一
月
二
〇
日

ま
で
に
出
張
先
か
ら
帰
任
し
て
お
り

（常
磐
炭
蹟
僻
職
員
給
与
台
帳
）
、

無
責
任
性
が
明
ら
か
で
あ
る
。

四
　
朝
鮮
人
の
一
部
は
再
び
常
磐
炭
田
に
一戻
り
、　
一
九
四
六
年

一
月
二
八

日
の
問
い

（湯
本
頑
労
組
書
記
長
代
理
の
佐
藤
善
雄
を
軟
禁
し
た
。
佐

藤
は
自
称
、
戦
前
の
日
共
党
員
で
、
戦
時
中
は
青
葉
寮
の
寮
長
、
労
務

助
手
を
し
た
）
に
参
加
し
た
。

例
　
た
と
え
ば
古
河
好
間
炭
頑
で
は

一
九
四
二
年

一
〇
月
２
四
六
年
二
月

の
全
鉱
員
分
の
郵
便
貯
金
払
出
高
は
、　
一
一
万
〇

一
一
九
円
九
二
銭
だ

っ
た

（営
業
決
算
書
）
。

側
　
被
保
険
者
タ
リ
シ
期
間
六
月
以
上

一
年
未
満
は
平
均
標
準
報
酬
日
額

の

一
五
日
分
、　
一
年
以
上
二
年
未
満
は
三
〇
日
分
、
二
年
以
上
三
年
末

満
は
五
〇
自
分
支
給
と
さ
れ

（
石
炭
統
制
会
東
部

支
部

文
書
）
、
た
と

え
ば
古
河
好
間
炭
頑
で
は
、
八
万
四
六
二
四
円
八
〇
銭
が
支
出
さ
れ
て

い
る

（営
業
報
告
書
）
。

の
　
各
社
ご
と
に
異
な
る
が
、
磐
城
炭
張
で
は
勤
続
二
年
以
上
を
対
象
者

と
し
た

（就
業
案
内
》
。

的
　
慰
労
金

（徴
用
解
除
手
当
）
は
標
準
月
額
又

ハ
最
近
三
ケ
月
ノ
平
均

収
入
月
額
が
支
給
さ
れ
た
。
さ
ら
に
新
規
被
徴
用
者
に
は
徴
用
慰
労
金



戦
時
下
常
磐
炭
国
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
と
闘
い

（長
澤
）

一
〇
〇
円
が
支
給
さ
れ
た

（石
炭
統
制
会
東
部
支
部
文
書
）
。

仰
　
福
島
県
警
察
部
文
書
。

働
　
金
斗
鈴

「
日
本
に
お
け
る
朝
鮮
人
問
題
」
（
日
本

共
産
党

『前

衛
』

一
巻

一
号
　
一
九
四
六
、
一
け
。　
な
お
常
磐
炭
碩
隅
労
務
課
の
未
払
い

賃
金
三
五
万
余
円
が
福
島
地
方
法
務
局
に
供
託
さ
れ
て
い
る
と
の
見
方

も
あ
り

（『故
郷
は
る
か
に
』
七
五
頁
。　
た
だ
し
筆
者
は
確
認
で
き
な

い
）
、何
ら
か
の
理
由
で
日
帝
、
石
炭
個
別
資
本
か
ら
の
支
給
金
が
朝
鮮

人
個
人
に
届
か
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

的

　
『福
島
県
労
働
運
動
史
』
四
四
ぞ
四
五
頁
。

働
　

『在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
三
号
の
巻
末
資
料
０

「福
島
県
警
察
部

中

朝
鮮
人

・
中
国
人
の
動
向
調
査
―
―
昭
和
二
〇
年

一
〇
月
―
―
」
参
照
。

問

　

「福
島
民
報
」

一
九
四
二
年

一
一
月
九
日
付
。

側

　

『福
島
県
労
働
運
動
史
』
二
五
頁
。

側
　
た
ま
た
ま

一
九
四
六
年
三
月
末
倉
庫
に
あ
っ
た
作
業
衣
の
盗
難
事
件

を
端
緒
に
、
労
働
組
合
側
が
倉
庫
の
調
査
点
検
を
要
求
。
拒
絶
さ
れ
る

や
多
数
の
組
合
員
が
倉
庫
に
押
し
か
け
毛
布
、
作
業
衣
を
持
ち
出
し
、

一
般
労
働
者
に
配
給
す
る
に
至
っ
た

（高
萩
炭
蹟
僻
高
萩
炭
蹟
労
働
争

議
の
経
過

。
一
九
四
六
年
四
月
二
八
日
）
。

側
　
的
に
同
じ
。

側
　
『
炭
労
十
年
史
」
六
一
員
。
古
河
好
間
の
朝
鮮
人
鉱
夫

（鄭
楽
源
）

も
同
内
容
の
証
言
を
し
て
い
る
。

側
　
参
加
者
は
四
〇
〇
名
で
、
日
本
人
と
朝
鮮
人
と
半
数
ず
つ
だ
っ
た
と

い
う

（「福
島
民
報
」

一
九
四
五
年

一
〇
月
三

一
日
付
）
。

側
　
旧
日
本
無
産
完
関
係
者
の
加
藤
木
誠

一
郎

（福
島
県
警
察
部
文
書
に

よ
る
）
。

∞
　
師
に
同
じ
。

∞
　
金
斗
鈴

「朝
鮮
人
運
動
の
正
し
い
発
展
の
た
め
に
」
（
日
本
共
産
党

『前
衛
』

一
六
号
　
一
九
四
七
、
五
）
。

口
　
新
聞

「赤
旗
」
三
号

（
一
九
四
五
年

一
一
月
二
二
日
付
）
の

「常
磐

炭
頑
争
議
報
告
―
―
成
功
の
面
と
失
敗
の
面
―
―
」
。　
記
事
執
筆
者
は

金
斗
鈴
と
見
ら
れ
る
。

本
稿
は
立
教
大
学
文
学
研
究
科
障
士
課
程
後
期
課
程

予

備

論

文

「常
磐
炭
田
の
被
強
制
連
行
朝
鮮
人
に
関
す
る
実
証
的

研

究
」
公

九
八
五
年
度
提
出
）
に
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
紙
数

の
関
係
で
、
統
計
表
と
引
用
資
料
は

一
部
割
愛
し
た
。

本
稿
作
成
の
際
は
証
言
者
を
始
め
、
多
く
の
方

々
に
お
世
話
に
な

っ
た
。
と
く
に
資
料
、
現
地
調
査
の
面
で
楢
戸
静
雄
、
里
見
庫
男
の

両
氏
に
は
御
面
倒
を
お
か
け
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
致
し
ま
す
。

御
指
導
頂
い
た
立
教
大
学
の
山
田
昭
次
教
授
、
粟
屋
憲
太
郎
教
授
に

も
併
せ
て
感
謝
致
し
ま
す
。

（
立
教
大
学
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
課
程
後
期
課
程
）
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句
―コ
コ
震
号
．
ｇ
ｌ
１
１
４
１
１
〓
―

一
九
八
六
年
度
立
教
大
学
史
学
会
大
会
報
告

一
九
八
六
年
度
立
教
大
学
史
学
会
大
会
は
、
十

一
月
二
十
九
日
午

後
、
本
学
十
二
号
館
第
二
会
議
室
で
左
記
の
通
り
、
研
究
報
告
、
総

会
の
順
で
行
な
わ
れ
た
。

研
究
報
告

自
由
論
題

「古
代
村
落
に
お
け
る
祓
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
宮
瀧
　
一容

一

「敗
戦
後
の
中
小
商
業
者
意
識
―
倉
本
長
治

『
商
業
界
ゼ
ミ
』
を

中
心
に
―
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
里
ぶ崎
　
征
佑

海
外
研
究
報
告

「東
ア
フ
リ
カ
の
牧
畜
民
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
俊

「東
ド
イ
ツ
の
歴
史
学
と
文
書
館
」
　
　
　
　
　
　
木
村
　
靖
二

「古
代

ロ
ー
マ
史
の
世
界
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一向
橋
　
　
秀

総
会結
会
で
は

一
九
八
五
年
度
の
活
動
報
告
、
会
計
報
告
、
監
査
報

告
、　
一
九
八
六
年
の
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、
会
長
と
し
て
石
橋
秀

雄
教
授
が
選
ば
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舎
臣
田
虎
男
記
）

史
苑

（第
四
七
巻
第
二
号
）
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